
　　　　　総　索　引

　　　　　（第78号～第100号）

　　　　　昭和58年1月

　　　　　：BUL，L，ETIN

　　　　　　　　O：F

NATIONAL、　INSTITUTE　O：F

　　HY〈｝IENIC　SCIENCES
　　　INDEX（INO．78～NO．100）一

　　　　　　January　1983

国　立　衛　生　試　験　所



衛生試験所報告索引の発行に当って

　衛生試験所報告第100号が発刊されたことを記念して，今回索引を発行する

ことになった．第100号と国立衛生試験所が創立以来108年を経たこととは，

若干のずれがあるが，そのことについては第100号報告の巻頭に記したような

経緯がある．いずれにせよ昭和35年に索引を作ってから既に20年余を経てお

り，新しく整備することは大変大事なことと考えている．

　この索引作りという面倒な仕事に努力された方々に心から御礼を申し述べる

とともに，出来上った索引が有効に活用されることを願っている。

　　　　　　昭和57年12月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立衛生試験所長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下　村　　　　孟



目 次

事　物　索　引

著者名索引

逐　号　目　次

欧　文　目　次

1

32

45

90

索引の数字のうち，ゴチックは号数，それに続く数字はページ数を表わす。



事 物　　索　　引

事 物

　　　　　　　　　　（ア）

亜鉛

　　甲殻類，貝類缶詰中の一の定量　…　80，　76

　　市販中性洗剤中の一　…・・…………・78，141

　　市販乳首中の一　一……………・…　100，145

　　大気浮遊粉じん中の一……　89，21；90，

　　　　　　　　　　　　　　　　　33

　　タール色素中の一・…・・……………　88；139

赤かび病

　　人工病変米による毒性実験　…　82，130，132

　　FπSαガπ卿属菌の同定　……一・・……82，125

　　F粥α7伽勉属菌の胞子形成と培地　…82．12旦

　　歩類における菌g検出　………………82，123

アタリリックレジン

　’重合時における高分子皮膜の使用　…78，101

アクリロニトリル

　　ABS及びAS樹脂中の残存，溶出…97，　93

　　ABS及びAS樹脂からの溶出　……98，110

アクロレイン

　　空気中の一の測定　・…・・……　93，130；94，

　　　　　　　　　　　　　　　　　138

1160ηゴ伽〃z属植物

　　一の根の混入した輸入柴胡　…・一・91，102

浅草のり「

　　一嗣中のヒ素の定量　・……・一………79，253

　　Acid　Azo　Rubine→アゾルビン

　　Acid　Orange　II→オレンジ五

アシッドバイオレット6B

　　標準品　・………・……………一一…・88，110

アシッドレッド

　　標準品　・…・…・・……一・・。・……………86，135

亜硝酸塩

　　一と医薬品の反応（総説）　…・…・・99，　1

　　輸入食肉中の一一の測定成績　………94，122

アスコルピソ酸　→ピタミソC

　　ガスクロマトグラフィー　……………87，　24

　　標準品　…・…・・一の……・………一一100，166

　　ラット副腎中の一一に及ぼす絶食，移

　　　動，の影響　・……………………・・…89，147

アスピリン　→アセチルサリチル酸

　　一製剤中の無水一一の定量　………95，1，35

アセチルサリチル酸→アスピリン

　　解熱鎮痛剤中の一の定量　・一一…84，　12

索 引

　　総合感冒剤中の一の比色定量　……83．　43

　　粒子径と薬効，毒性，血漿中濃度　…91，　27

アセチルサリチル酸アルミニウム

　　総合感冒剤中の一の比色定量．……83，　45

3一アセチルー4一ヒドロキシクマリン

　　一のpKa　・…・…・……・……・…・…81，　20

アゾ色素

　　アリルアゾー2一ナフトール　…　　99，　17：100，

　　　　　　　　　　　　　　　　　135

　　パラジメチルアミノアゾベソゼソ　…99，156

アゾピリジソ

　　一のポーラログラフ4一　・…・…・…81．　　3

アゾルビン

　　工場排水中の一の除去　…・…・・……80，　69

アゾルビンエキストラ

　　標準品　………一…・…・一・……・……85，152

アデノシン・三リン酸

　　組織内の一の定量　一……一……・100，124

アニオン系界面活性剤

　　一の抗菌性　…・……………・…・……　88，　75

アヘン

　　一中のアルカロイドの定量：…81，23；95，4

　　一の生産に及ぼす放射線照射の影響…　81，150

　　一中のモルヒネ含量　……・…・・78，139；79，

　　　　　　　　　　　　107，　259；　80，　51；　81，

　　　　　　　　　　　　53；　82，　　87；　89，　　162；

　　　　　　　　　　　　．94，　162

　　輸入一の試験成績……・……・・……85，169

アヘソア． 泣Jロイド

　　ガスクロマトグラフィー　・……・・……83，　13

　　薄層クロマトグラフィー　……・・……・90，　73

　　非水滴定法による一中の他のアルカ

　　　ロイドの定量　・…・・……・……・一…・・89，　78

アヘン製剤

　　一中のアルカロイドの薄層クρマト

　　　グラフィー　・…・・……・……・。………81り　23

　　一中のモルヒネの定量　・……・…∵・・89，　73

アヘントコン散

　　一中のエメチンの確認試験　・…・…・97，　79

　　一中のエメチンの定量　L…………・・97，　21

アミガサユリ

　　一の試作　…一…一・……・・一……92，　59

4一アミノアンチピリン

一1一



事　　物 索　　引

　　一を用いるフェノール類の定量：…81，　60

　　一を用いるトリクロルフェノールお

　　　よびナソコールの定量　……………83，　10

アミノピリン

　　解熱鎮痛剤中の一の定量　・……・・…84，　14

　　ラマンスペクトル　……・一・・…………　79，　59

アミノ酸

　　一の非水滴定用溶剤　………・…一・90，116

　　ろ紙クロマトグラフィーの検出限界……89，116

アミン

　　一の非水溶液滴定　・……　　…・　78，　15

亜硫酸

　　えびむき身及び’｛イナッブルヰの一　…92，　91

　　乾果中の一　・……・…・・……・・一…81．　81

　　キレート滴定による食品中の一の定量…82，101

　　食品川の一含量　…・………・……一・79，257

　　一の分析にお；けるイオウ化合物の妨害…90，119

　　輸入食品中の一　………・・一・………96，130

　　輸入干しあんず中の一　・………・一78，145

　　輸入ワイン中の一の測定　…一・・…96，128

アリルアゾー2一ナフトール類

　　可視，赤外，NMRスペクトル　……・…　99，　17

亜リン酸

　　輸入もやし豆中の一の分析　………93，　51

アルカロイド

　　アヘン中の一の定量：………………　95，　4

　　アヘン製剤中の一　…・…一…・一・・81。　23

　　エビノブシソ類似体の合成…・・………・86，　1

　　非水溶液滴定’・…一・・……・……一…・・78，　15

　　麻黄中の一・…一…一…・一昌1・147；83，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　141

N一アルキルーN一ニトロソウレタン類

　　一の合成　…・・…・・……・・……………94，　83

アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム

　　歯みがき中の一　…・一・…・…・…・一81．　55

アルデヒド類

　　一のボーラログラフィー　・・………・79，　65

∠4鹿，η奮勿η観が伽η　L．　乙，αγsα1f襯Koch

　　一中のサントニン含量　…・……一・・7＆　49

　　一の試作栽培　・・…一……………・…81．153

アレスリソ

　　油剤中の一のガスクロマトグラフィー

　　　　　　　　　　・…　。騨・●・9。…。…　韓・・・…　　83，　　41

アンスラニル酸

　　N一メチルーN’一ニトローN一ニトロソグア

　　　ニジソとの反応………・……・…一・87，　43

安息香酸

　　高速液体クロマトグラフィー　………10q　147

安息香酸エストラジオール

　　旋光分散　…・………・……………・……79，241

　　標準品　……………・・…・…・………・…・95，　66

安息香酸ナトリウム

　　催奇形性（ラット）　………・……一・96．　47

　　防腐剤の鮮用効果　…・・…・……・…・…・86．154

安息香酸ナトリウムカフェイン

　　一製剤の定量　………………・・…＿g3．　83

　　電位差滴定による一の定量　…一・・86，　12

アンチピリン誘導体

　　一を用いる金属イオンの呈色反応…80，　6

　　一を用いるメタアミノフェノールの

　　　比色定量　・・……………’……………81，　1

アンチモン

　　清涼飲料水中の一の分析法　………100，53

　　中性洗剤中の一　・門……脚…・…・……78，141

アンフェタミン

　　一の微量分析法　……・………一・…100，．35

／1鋭痂〃2のぜsL．

　　試作栽培とアンモイジン含量　・・…・…83，143

アンモイジン

　　AηZηz∫，抜加sL．中の一　…・…・・83，143

　　　　　　　　　　　（イ）

イオン交換膜

　　一の衛生化学的研究　・…・………・…91，　79

一酸化炭素

　　大気中の一の連続汲1淀　一・…一…●91．　69

　　東京都内の一測定結果の概要　……89，107

異物脂肪

　　乳用牛乳中の一の検出　………・…・・．86，　96

ED　50

　　グッピーによるKCNの一　　………86，　32

EDTA一→エチレンジアミン四酢酸ニナトリウム

異物

　　黒穂の一　…。…・・…・…・…・…・・・・・・…　79，2δ7

異物試験

　　七味唐がらし，ふりかけの一　……80，　83

　　輸入脱脂粉乳の一　一…・………・…　82，105

　　輸入粉乳の一成績　……一一……・86，177

医薬品

　　一類の細胞毒性　………………一・・96．　55

　　自動ラジオメトリーによる一中の真

　　　菌検出法　　。・鱒鱒●●・●鱒・。輯●。・韓騨騨・鱒9騨．，　96，　　78

　　一の微生物汚染（総説）　…………96，　1

医薬品固形製剤

一2一



事　　物　　索　　引

　　一の生物学的同等性（総説）　……10①，　1

医薬品試験

　　殺虫剤DDVPとその製剤の定量……80，　1

　　ジギトキシンの溶出試験　……………g7，156

　　天然及び合成香料の分析　…・・…・……　79，　51

医薬品特別審査

　　一の状況p注意事項　………・・…一86，164

医薬品分析

　　オルトジクロルペンゼンの定量　曹・・…79，　67

医療用具

　　放射線滅菌　…・………一…・・一…・…・100，48

医療用接着剤

　　α一シアノアクリレートの接着カ　…80，　59；87．

　　　　　　　　　　　　　　　　　17

医療用不織布．

　　γ線照射による影響　・一・……一…・・g6，　35

医療用グラステックス→プラスチック

　　医療用塩化ビニル　・・…’………●●’……81．　85

　　塩化ビニル樹脂中の重金属　……88，　11；8g，

　　　　　　　　　　　　　　　　　85

　　各種グラステックスの溶出試験　……79，213

　　ガスクロマトグラフィーによる溶出物

　　　の測定　…・……・・…・・…・一…一・…80，　59

　　血管内埋没の血液への影響　…　90，49；92，

　　　　　　　　　　　　　　　　　23

　　血液パックの試験方法　一・・…一・…・82，　gO

　　高圧蒸気滅菌処理の影響　・…・……一80，　56

　　ディスポーザブル気泡型人工心肺セッ

　　　トの溶出試験　・…・…………・………8g，　13

　　テトロン製人工血管の強度　…………79，219

　　輸液用プラスチック容器の物性　……87，　13

　　滅菌済み輸液，輸血セットの包装　…87，　45

医療用縫合糸

　　一の放射線滅菌後の諸性質　………86，　41

　　走査電子顕微鏡による一表面の観察

　　　　　　　　　　’・。…・…・………・……　88，　　8

衣類

　　一へのホルムアルデヒドの移染　…　94，　69

色紙

　　玩具用一の着色料　……・………・・…83，　71

インジゴ　　　　　・

　　標準品　　9●。・●．’・・．・鱒。・’・●。●9。・9・●・・・…　9・●●…　　85，　152

インシュリソ

ー亜鉛懸濁注射液・…・…・…・…一・78，137；79，

　　　　　　　　　　　　　　　　　245

　　EDTAによる一中の亜鉛の定量…88，　67
　　カツオ及びマグローのN，g末端アミノ酸

　　　　　　　　　　　　　　　　　81，　30；　81．

　　　　　　　　　　　　　　　　　34；85，　8

　　一製剤の動向　…………一…・・……859164

　　標準品　………・……・…・・………・……・949　97

　　一のラジオイムノアッセイ．・一・…88，　69

　　一標準品の力価検定　……・……・一91．　58

インスタント食品

　　一の微生物汚染　……・…………・一・・81．102

印度蛇木　→Ro～侃U膨α属植物

　　栽培試験　……………・……・…・…79，121，129，

　　　　　　　　　　　　151，　　267，　　271，　275，

　　　　　　　　　　　　281；　80，　135，　141，　146，

　　　　　　　　　　　　149，　151，　166；　81，　163，

　　　　　　　　　　　　165，　181，　186；　82，　198；

　　　　　　　　　　　　83，　149；　89，　166

インドメサジン

　　尿中酵素活性の変化　…・………・…∵・97，　56

　　インド薬用植物探査報告　…・……・…・80，　99

飲料用天水

　　一中の放射能汚染　…………・・……・79，231

　　一中の90Sr　…・……・……・…81，62；829

　　　　　　　　　　　　　　　　　107

　　一中の90SrgI37Cs………・…一・849　29

　　　　　　　　　　　（ウ）

”∫’肋鋭勿∫oη2η施ηDUNAL

　　一の試作栽培　・……・………・…83，136；86，

　　　　　　　　　　　　　　　　　107；　87，　60

ウサギ体温測定法

　　ウサギの体温分布　…・………・……・…84，　43

　　基礎的条件の検討　…………一・…・…84，　39

　　発熱性物質試験への応用の可能性　…82．　59

ウサギ脱繊維血

　　一を用いる溶血試験法　・……・一…89，148

ウラン

　　α線測定のための一の電着　・・……・97，　91

　　　　　　　　　　　（エ）

エアゾール製品

　　一の火気安全性　・……………・・……84，　87

　　一のガス成分分析　…・…………・…・84，　87

　　一中の鉛含量　…・・……………・87，　82；88，

　　　　　　　　　　　　　　　　　92

　　一中のメタノールの分析　・……・…・99，121

衛生材料

　　一の浸潰試験　・・一…・…・・……・一・・84，　65

　　一の全反射赤外スペクトル　………84，　63

一3一



事　　物　　索　　引

　　ガーゼの品質　・…………一一………85，　31

　　コンドーム　…・…………………・・84，　67；87，

　　　　　　　　　　　　　　　　　71

　　紙綿類　…・…………一・一…一82，97；83，

　　　　　　　　　　　　64；　84，　70；　85，　84

　　闘旨旨　　…・…・…・。…・・・・…　“・…・・。・78，　107；79，

　　　　　　　　　　　　　　　　　225；　85，　31

　　内装生理処理用品　…・・…一……・85，136；87，

　　　　　　　　　　　　　　　　　74

　　ビスコースレーヨン綿　一………「・・89，103

AF－2一一→2一（2一フリル）一3一（5一二トロー2一フリ

　ル）一アクリル酸アミド

ATP
　　Luciferase法による組織内一の定量

　　　　　　　　　　・。・9・・．・・…　．●●．9●・。…　●　100，　124

エオシン　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　標準品　………………・・一・・……・一…・84，　81

エステル交換油脂

　．一中の脂肪酸メチルエステルの分析

　　　　　　　　　　。・．・・●・・●・・。・。・・．鱒・…　．97，　139

エストラジオール

　　標準品　一…・一……………………・94，105

エストロン

　　クリーム中の一の比色定量　・・……・81，　36

　　旋光分散……・・…・・…・…………・……79，241

　　標準品　　　 ・鱒●鱒●韓・●●●●一・●・・．9。●●・●・馳・… @●●　95，　　68

AS樹脂→アクリロニトリル。スチレン樹脂

五冶1昭ガ61磁60〃一→大腸菌

　　血清学的性状　一∴……・・…………・78伊161

　　輸入バターからの分雌株　・…………78，161

エタノール

　　しょう油中の一の定量　・・…一・……97，102

　　食酢，関連製品中の一の定猛　一∴97，162

エチルエストラジオール

　　一の結晶多形　…・………・……・・…・・84．　1

α一エチルチオイソニコチン酸アミド

　　一の抗菌性　・・……一…………・……80，　86

2一エチルヘキシルフタレート

　　一の安全性（総説）………………93．　1

エチルマルトール

　　マルトールとの識別　・…・…・…・・…・…　94，117

エチレンジアミン四酢酸四ナトリウム

　　カルシウム化合物中のカルシウムの定

　　　量　一…・一・…一・…一・……・・…・・78，　11

　　キレート滴定，食品添加物検査への応

　　　用・・…一……・……・………・……一・80．71

　　銀アマルガムの電解分析……………79，　11

　　銀パラジウム合金の電解分析　・・……81．　13

　　水銀の電解分析　………・一・………・…7，，　7

　　パラジウムの電解分析・……………・80，　29

エチレンジブロマイド

　　台湾産レイシ中の一　一…・……一99，130

エチレンチオ尿素

　　一のリンパ球の機能に及ぼす影響…100，44

エトキシキン

　　香辛料中の一　一・一………………・gg，128

エピネフリン

　　一投与ウサギ耳殻血管の感受性一・・82，115

エチノブシン

　　一類似体の合成　・……・…………・…86，　1

　　ヒコダイ中の一　………85，　48；86，103

エフェドリン類

　　旋光分散　……一……・…・・一…・……80，　12

ABS一→アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム

ABS樹脂一→アクリロニトリル・ブタヂエン・ス

　チレソ樹脂

APO一→トリス（1一アジリジニル）ボスフィンオ

　キシド

MNNG一→1一メチルー3一ニトロー1一ニトロソグア

　ニジソ

エメチン

　　アヘントコン散中の　……………97，21，79

エリスロシソ

　　標準品　………・…………一・……一・・85，154

エリソルビン酸

　　一，誘導体のガスクPマトグラフィー…87．　24

LSD一一・Lysergic　Acid　Diethylamide

LD　50

　　グッピーによるパラチオンの一　…86，　32

Elz所欲腹水がん

　　2一メチルー4一アミノー5一ハイドロキシメ

　　　チルピリミジンの作用　・・…………・89，　91

塩化第二水銀

　　一投与による尿中酵素活性の変化…97，　49

塩化ナトリウム

　　定量用試液の標定方法の検討　………82，　78

塩化ビニル樹脂

　　塩化ビニルモノマーの移行　…………94，133

　　可塑剤の溶出　………一…一・…91．1；92，9，

　　　　　　　　　　　　　　　　　79；　99，　138

　　可塑剤・重金属の溶出　……・・…・……86，122

　　血液セット中の可塑剤。重金属　一・・86，122

　　高圧滅菌後の溶解減量　………………81．　85

　　フタル酸エステルの安全性（総説）…93，　1
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　　物理的試験　……………・一・…………83，　63

　　容器中の残存モノマー　一…・……・…94，127

塩化ビニルフィルム

　　浸漬言式験　　●の●・・●・畳9。●・・。・・・…　。。。●●韓・・。。・開●・　84，　　65

塩化ベンザルコニウム

　　一の殺菌作用　……・一・……・…一・85，　93

塩酸アヘンアルカロイド製剤

　　一中のモルヒネ以外のアルカロイド

　　　　　　　　　　　・…　。・●の●・・●・●・・●”。・・。●　96，　　63

塩酸クロルテトラサイクリン

　　各種pHにおける一の安定性　……79，　91

塩酸クロルプロマジソ
　　光分解　＿．．＿＿＿＿．＿．・…＿＿．＿＿97，　引3

塩酸ジブカイン

　　水溶液中の会合体形成　・……・・………97，　67

塩酸チアミンー→ビタミンB1

　　吸光度定量法の誤差原因　・・一・…・・…・87，　39

　　結晶多形　・……………・・・…一…・…・…8客　33

　　非水滴定　・…・・…・………・・………・…・・97，　88

　　標準品，製造方法，検定方法　　　82．82；100，

　　　　　　　　　　　　　　　　　167

塩酸テトラカイソ

　　水溶液中の会合体形成　・・…・…………97，　67

塩酸トリカイン

　　水溶液中の会合体形成　・…・…………・97，　67

塩酸パパベリソ

　　非水滴定　・…………・・・………・・…・一・・89，　81

塩酸ピベサネート

　　呼吸，循環器系，平滑筋への影響　…89，　54

　　中枢への影響　…一一………………89，　50

塩酸ビリドキシソ

　　標準品　　・…　。。●。．・・●・●●・。…　●・●●。●…　鱒…　。…　●　100，184

塩酸ピロカルピソ

　　オートアナライザーによる定量……86，　5

塩：酸1－1一フェニルー2一ジメチルアミノプロパン

　　エフェドリン類の旋光分散　…………80，　12

塩酸プロカイン

　　水溶液中の会合体形成　・……・…・……97，　67

塩1酸プロメタジソ

　　光分解　………………・……………・…・97，　73

塩酸メタンフェタミン　→メタンフェタミン

塩素酸

　　桜桃中の残留一　…・……一・………80，　77

エンドスルファン

　　輸入殻山中の定量　…一………・……・96，　73

エンドリソ

　　ガスクロマトグラフ法による分析…83，　61

　　製剤，確認法　・・……・…・一…・・一…・80，　50

　　瀬戸内海産イガイ中の一　…・……・・99，　41

　　　　　　　　　　　（オ）

オイルオレンジSS

　　標準品　 ・・．・。・・・・・…
@鱒・・…　。9。。・・・・・・…　9・・。・●　83，　　72

黄色203号　→キノリンエローws

オウレン

　　根茎中のベルベリソ含有率　…・…一・88，　49

　　栽培試験　…・…・…・…・・………………・85，100

0MP一→2一メチルー4一アミノー5一ヒドロキシメチ

　ルピリジン

オキシコドソ

　　一製剤中の塩酸一の定量　………93，　92

オキシダント

　　大気中の一自動計測器　…一一…・95，　75

オキシトシン

　　一定量におけるニワトリの再使用…83，　30

　　バソプレシン注射液中の一　・・…・…83，　29

オゾン

　　一の殺菌カ　………・一……．＿＿＿80，　g3

　　二酸化窒素測定における一の影響…94，　23

オゾン殺菌燈

　　殺菌効力　・…一……・・……・………・…78，151

オビアル製剤

　　一中のモルヒネ以外のアルカロイド

　　　の測定　…一…・……・……・一……・96，　63

0PP一一→0一フェニルフェノール

オルトジぞロルベンゼソ

　　ガスクロマトグラフィー　…・…一…・・79，　67

ナレンジ1

　　標準品　…………・…・…9………・一…・85p　150

オレンジ∬

　　工場排水中の一の除去　…・………・80，　69

　　標準品　…・…………一・一…………・・88，112

温泉

　　一の細菌試験法　…………一…・輔・・100，149

　　　　　　　　　　　（カ）

ガーゼ

　　加速電子線を照射した一の品質　…85，　31

カイニン酸

　　一の非水溶液滴定　………・……・・…　81．　18

界面活性剤

　　殺菌剤の効力におよぼす影響　…87，　90，94，

　　　　　　　　　　　　　　　　　89，　143

　　タール隼素の非水溶媒への可溶化　…79．　39
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化学療法剤

　　抗癌性及び抗菌性スクリーニング

　　　　　　　　・・・・・…　四・。・。・・・…　軸・・…　　78，　157；　79，

　　　　　　　　　　　　307；　80，　　88；　81，　　98；

　　　　　　　　　　　　86，　157，　159；　88，　116

　　抗真菌性スクリーニング　……。…・・…81，101

かき毒

　　毒素の分離ならびに毒性　……一…・86，　54

過酸化脂質

　　HCB投与ラットにおける一の生成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100，　58

過酸化水素

　　一で脱色した毛髪の強度　……82，101383，

　　　　　　　　　　　　　　　　　79；　84，　85

下垂体後葉

　　ウシー中のオキシトシン及びパ

　　　ソブレシン　・………………・…・8795；88，1

　　一製剤の動向　…・…・・……一…・・…86，167

覚せい剤

　　アンフェタミン類の微量分析法　……100，35

活性炭

　　PHEMAコーティングした一……100，48
ダスクロマトグラフ4一用充てん剤液相

　　一の示差熱分析　………・…・・………92，　5

カゼイン

　　食用一類の成分規格　………………90，122

可塑剤→フタル酸エステル

　　一の安全性（総説）　・・…・・……・・…93，　1

　　一の溶出試験　……一…………・一99，　138

　　塩化ビニル樹脂製血液セット中の一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　86，　122

カツオインシュリン

　　一の末端アミノ酸と化学構造　……85，　8

カドミウム

　　血液バック用フィルム中の一．……85，125

　　一の原子吸光分析　…・一…・……・…　90，　38

　　米，小麦粉，大豆中の一　…・・一…・80，　75

　　市販乳首中の一　・・……一……一・…100，145

　　市販焼肉タレ中の一　・…………・一・100．186

　　浮遊粉じん中の一　・…………・・89，　21；gO，

　　　　　　　　　　　　　　　　　33

　　粉乳中の一　・…・・……一…　・…　98．102

かび　→真菌，赤かび病菌，糸状菌

　　殺菌剤による一胞子の細胞変化

　　　　　　　　…　。・・。・一。・9・…　帥。。・・鱒・・81．　95；　82．

　　　　　　　　　　　　　　　　　121

　　赤外吸収スペクトルによる一の検出

　　　　　　　　・●鱒。・・。騨●●●。●・。．。。。・…　。●・・●・・．　829

　　日本産1㍗～γfoO，Z☆Z属菌　　・・●…　．鱒…　師・・鱒　90，

　　日本産Z堰0∫ρ0油〃π属菌　…………89・

カフェイン

　　解熱鎖痛剤中の一の定量：…・…・・…85，

　　総合感冒剤中の一の比色定量　……83，

カメパキッソウ　→ケッソウ

ガランタミン　』

　　一含有植物の栽培試験　………81，159，

　　　　　　　　　　　　176：　82，　193，　202，

　　　　　　　　　　　　83，　151

　　Z，鋼0ガS属植物中の一　……・…一・・80，

カリウム

　　鉱泉中の一　・……・…・・・……・・……・・79，

　　一の双電極電流滴定　・・…………・…　85，

　　ナトリウム塩中の一の試験法　……86，

カリ肥料

　　一を扱う場所の放射能　・……・……・78，

カルシウム

　　一の定童　…・…一…・……・…・…・・…78，

　　ラット胎仔の化骨と骨一含量　……89，

カロチノイド

　　食品からの一の抽出・分離　・……・・83，

β一カロチン

　　合成一の定量　・……・…………・……99，

簡易検索表

　　第七敢正日本薬局方医薬品の一　…80，

肝障害

　　一の多角的評価　・……………・・・・・…　99，

環状第2級アミン

　　一類とMNNGとの反応　…………95，

カンゾウ

　　一の試作栽培　……・一……………・・81，

　　一の発根試験　・…………・…・………91，

含窒素異項環化合物

　　抗癌性及び抗菌性スクリーニング

　　　　　　　　・●●●●●。・・。・．・・●●．●・●…　。・鱒　78，　　157；

　　　　　　　　　　　　307；　80，　　88，　81，

　　　　　　　　　　　　86，　157，　159：　88，

　　抗真菌性スクリーニング　・……・……・81，

含糖ペプシン

　　標準品　　●．●・．．・・”●●・・鱒・●●・●…　。・・。・●　　789　135；

　　　　　　　　　　　　　　　　　70

感冒剤

　　一の分離定量　…・……・一・・………・・93，　31

γ線スペクトル

　　放射性医薬品の一・・…・・……・・86，119；93，

120
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68

147

43

156

65

180

50

79，
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116

101

95．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　117

　　ヨウ素（1251）と水銀（197Hg）閉）一

　　　　　　　　・●・…　。・・。．…　鮪鱒・・…　。・・・・…　鱒　87，　　68

γ線照射　→放射線照射，コバルト（60Co）

照射

　　ケシ，大麻の発芽におよぼす影響

　　　　　　　　・。。・。・・・・・・…　鱒・…　。・・・…　85，　　68；　86，

　　　　　　　　　　　　　　　　　68，　74

γ線滅菌　→放射線滅菌

　　αOS〃ゴ4あ駕60’〃㍑翅の殺菌　……78，　73

　　医療用不織布におよぼす影響　…・…・・96，　35

　　一の人工肝臓用活性炭への影響　…　100，48

　　人工腎臓用ダイアライザーにおよぼす

　　　影響　・…・……………・一・……・98，　21；99，

　　　　　　　　　　　　　　　　　29

　　注射針におよぼす影響　・………・……・88，　14

　　ディスポーザブル注射筒におよぼす影

　　　響…一…・・…………・・…・・…・…一88，19

　　ディスポーザブル輸液セットにおよぼ

　　　す影響…………・……………一…90，　15

含量均一性試験

　　ジゴキシン錠の一　・…・………・・…・929　66

　　ジメンヒドリナート錠の一　………94，　84

　　ワルファリンカリウム錠の一　……100，138

　　　　　　　　　　　（キ）

規格基準

　　マヨネーズ，マーガリン，ショートニ

　　　ング　・……・…………・・…………・…・98，135

ギ酸塩

　　食品，食品添加物中の一の定量：…91，　5

ギトキシソ

　　一の定量　…………一・………一…94，　56

　　標準品　…・………一…”・…・…・…一・94，103

ギネアグリーンB

　　標準品　・…・…・………・……………・一88．109

キノホルム

　　一のイヌに対する長期投与　………93，　65

　　一の電位差滴定　……・…・……一…　86，　15

キノホルム亜鉛キレート

　　一の神経組織への分布．一…・一…94，　32

キノホルム類似化合物亜鉛キレート

　　一の安牢性……一一’…一…一・94・　6

キノリンエローWS

　　一の品質　　　　　　　　　　　　86，139

揮発酸

　　水蒸気蒸留を応用した一塩類の定量

　　　　　　　　’●鱒”・鱒’●”●●●・・・・・・…　鱒・・…　。　79，　　15

キモトリプシン

　　消炎酵素製剤中の一の力価検定

　　　　　　　　・…　。。・。・…　。。…　鱒・・・…　。・　89，　　97　；　90，

　　　　　　　　　　　　　　　　　89

　　一の製剤学的検討　……・………・・…99，　84

牛乳

　　飲用一の異種脂肪の検出　・…一・5・・86，　96

　　飲用一のたんぱく還元価　…・一・…92，　83

凝集反応

　　大腸菌の沈降反応と一　……・…・…・78，　91

局所麻酔薬

　　水溶液中の会合体形成　…・……・……・97，　67

魚粉加熱分解物

　　一の癌原性　…・・……………・…一・99，　56

魚類肝臓

　　放射能汚染調査　・………・一……・・…78，125

偽和物

　　、460πゴ目引属植物の根の混入した輸入

　　．柴胡…・…・…・・………………・一……91『102

　　飲用牛乳中の異種脂肪の検出　・一…・86，　96

　　贋造ビタミンB1誘導体錠剤中のニン

　　　ニク末の検出　・…・……………・……87，　78

　　乳脂肪，無開田型物の一の検出例…89，117

金属　→有害金属

　　室内空気の一汚染　・一……・・…・…・90，　27

　　浮遊粉じん中の一　…………・…一・90，　20

　　浮遊粉じん油定用ろ下中の一　……91，　66

金属ハロゲン化物

　　水蒸気蒸留を応用した揮発酸塩類の定

　　　量’。”鱒’’”曼・鱒賜鱒”●”●。’・サ・恥・・・・・・…。。80，3

銀アマルガム

　　一の電解分析　・…・・……・…………・・79，　11

銀甲ママルガム合金

　　一の硬化膨縮　・一……一…・・79，223；85，

　　　　　　　　　　　　　　　　　26

　　JIS法の精度　・…・・………一・・……79，223

　　方向による膨縮の差異　…・………一・85，　26

銀パラジウム合金

　　一の電解分析　・一…・一　　・．　　81，　13

　　　　　　　　　　　（ク）

空気

　　一中のアクロレインの測定法　……94，138

空気汚染

　　ガソリン及びディーゼル車の排気ガス

　　　の分析結果　一………・・……・…・・…78，111
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　　工事中トンネルの一汚染　一一・…86，148

クジラヘパリン

　　プ口峡ミンに対する結合能　…一・・…80，　15

グッドツァイト法

　　一による浅草のり中のヒ素の定量…79，253

クラムヨモギ

　　放射線照射の影響　……一………・…80，163

クリストバライト

　　一，石英混合物の赤外法による定量

　　　　　　　　・●9・。●・軸・●鱒●・●・。・・…　．・・●鱒。…　　89，　　　9

グリセオフェノンA

　　一変換菌の検索　……………・…一・・88，144

グルカゴン

　　ウサギによる一定量法　・…・・………85，　12

グルクロン酸

　　製剤中の一の定量：………・…・…鱒・・8L　45

グルココルチコイド

　　健康食品中の一の定量　・…・・…96，105，108

グルタミン酸ナトリウム

　　酢こんぶ中の一　一…・・……・一・…・91，　77

αos〃溜襯‘う。’〃f，2z伽

　　γ線照射による一の殺菌　…・…・・…　78，　73

α一クロルアセトフェノソ

　　一の純度試験　…・…………一…・・…8＆　55

クロルダソ

　　輸入穀類中の一の定量　……………96，　73

クロルフェノール化合物

　　近紫外吸収スペクトルと溶媒効果　…　82．　42

クロム

　　タール色素中の一　……・…………”88，139

クロム含有排水

　　工場排水・…・・……一…一…………・79，　33

クロレラ錠

　　光過敏性皮膚障害に関する実験　……　98，　41

5一クロロー8一キノリノール

　　一のイヌに対する長期投与　………93，’65

くん液

　　一の化学成分　…一…………”9…”94，112

　　　　　　　　　　　（ケ）

けい光染料

　　輸入食品中の一の分析　・………・・…99，　66

螢光X線分析法

　　一による食品，薬品分析　・…・…・…　78，　33

形質転換系

　　1勉‘∫11礁∫2‘ろ’漉S168｝こおける造伝的

　　　一の確立　・………・………・一・…90．　81

形質転換DNA

　　変異誘発剤による一の不活化　……91，　94

けいそう土

　　一の規格　一・一………・一……・…　85，148

鶏肉

　　一中の残留ナイカルパジソ　………96，124

　　一中の残留フラゾリドソ　・・…・…・・97，135

ケシの栽培　・・；……一一…・・…一…・78，43：79，

　　　　　　　　　　　　147，　261；　80，　158，　162；

　　　　　　　　　　　　81．　148，　150；　82，　206；

　　　　　　　　　　　　83，　127；　84，　146；　85，

　　　　　　　　　　　　68，　98；　86，　68，　74：　87，

　　　　　　　　　　　　58；　92，　32，　57；　93，　77，

　　　　　　　　　　　　106；　94，　　77．　　95，　30；

　　　　　　　　　　　　96，　158

化粧品

　　一中の有害性金属　…・…………一・・91，　72

化粧品用色素

　　黄色203号の品質……・・…………・…86，139

　　青色204号の品質…・・……一……・…　84，　83

　　タール色素の非水溶媒への可溶化　…79，　39

けずり節

　　一類の微生物相　一………・……・…959　96

血圧剤

　　血圧作用と血流量との関係　…………83，　32

血液パック

　　塩化ビニル樹脂製　・………・……。……83，　63

　　試験方法　……・一…・・……。…一…一・・82．　90

血管透過性因子

　　一の細胞内分布　…・…………・…・…95，　25

結晶性インシュリン亜鉛懸濁注射液
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　　バルビタール，ジアゼパム　…………96，　27

脱脂粉乳

　　輸入一の異物試験　……・……・・……82，105

　　輸入一の微生物叢　・・…………・・…・・97，　44

　　一由来の好気性有芽胞桿菌　…　79，195，201

脱脂綿

　　加速電子線照射による品質の変化　…85，　31

　　紅変現象　・………・…・……・…・………・79，225

　　一中の水溶性物質　……・………・・…　78，107

　　一の全反射赤外スペクトル　一一・84，　63

種子島自生植物目録　…・・………一…・・…・98，154

．種子島有用植物目録　・………・一………・…　83，157

玉ねぎ
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事 物　　索　　引

　　一中の有機塩素系農薬の分析法、…95，　44

タラ

　　一からのホルムアルデヒドの検出…80，　78

タール色素（タール系色素）

　　口紅中の一の一斉取締検査　………89，158
　　化粧品中の一　…1………・・…・……・・81．　57

　　原子吸光法による金属の分析　………88，139

　　製品検査成績　………・一……・・…85，174；88，

　　　　　　　　　　　　130，　89，　151；　90，　151；

　　　　　　　　　　　　91，　101；　92，　105；　93，

　　　　　　　　　　　　125；　94，　124；　95，　126；

　　　　　　　　　　　　96，　138；　97，　173；　99，

　　　　　　　　　　　　189

　　製品検査方法の簡易化　………………88，134

　　一のアルミニウムレーキの製品検査

　　　成績・………………・……・……899156；90，

　　　　　　　　　　　　　　　　　156

　　一中のマソガソの定量　……………96，　71

タンニン酸ペルペリン

　　整腸剤中の一の定量　………………93，　89

タンパク分解酵素

　　洗剤中の一の検出法　・…一……・…93，102

タンポン　→内装生理処理用品

　　　　　　　　　　　（チ）

チアペソダゾール

　　輸入かんきつ類中の含量　………94，120；96，

　　　　　　　　　　　　　　　　　133

チアミンジスルフィド

　　塩酸システインを用いる一の還元的

　　　定量法　……………・………・・………84，　20

　　一の確認試験　………・…・………・…849　22

チオファネートメチル

　　農作物中の一の分析法　………・・…・94，　9

チオメトソ

　　製剤中の一の定量　…・……………・・79，　97

Z｝go∫ρoガπ窺属菌

　　日本産一　　・・●・。9・●●・…　。・●●…　輔・・9・・9・・…　　89，　135

乳首

　　一からの第2級アミンの溶出と二ト

　　　ロソアミソの生成　・………一…・…100，62

　　市販一中の重金属　・…………・…・…100，145

窒素酸化物

　　一般住居内濃度　………・……・…一・・…99，　34

　　大規模建築物内濃度　・…・…………一98，　26

203Hg一チメロサール

　　吸収と分布　・…・…・…一……・…・……82．　53

着色料　→色素

　　おもちゃ用色紙中の一　………83，71；88，

　　　　　　　　　　　　　　　　　99

　　おもちゃからの溶出　………・…・……・88，107

　　乾燥えびからの検出例　・一………・…979159

　　ペーパータオルからの溶出　…・一…・92．　93

注射針

　　市販品の試験成績　……一一……・…85，137

　　ディスポーザブルーのγ線滅菌　…88，　14

　　輸入検査成績　………・…・…・…………85，172

注射筒

　　プラスチック製一の医療用への適合
　　　性　　’●●●’●●●’””’・’鱒●”。●●”鱒’●・。・。“●●●鱒・・　80，　　63

　　プラスチック製一の耐滅菌性，耐薬

　　　品性　……・・…・…………・…一…一・81，　83

　　輸出検査成績………一・……………・85，172

注射用蒸留水

　　発熱性物質試験　・…一・…………82，63；84，

　　　　　　　　　　　　　　　　　46

中性洗剤

　　残留農薬の洗浄効果　…ボ…………一・81，　78

　　一中の有害性金属　　　…　　の…・…78，141

超音波洗浄装置

　　一の消灘効果　………………・・…・…88，114

腸線縫合糸

　　一の規準化　…・一・…・…・…・………90，　99

　　一の吸収速度に及ぼす放射線滅菌の

　　　影響　一………・……・……………・89，　17

　　ブレインとクロミックの分類…86，！72；92，

　　　　　　　　　　　　　　　　　12

　　輸出検査成績　…・…………・……・・…・・86，172

チラム　→テトラメチルチウラムジスルフィド

チロジン

　　標準品・1…・一…一・・…・一…・…一8a　86

沈降反応

　　大腸菌の一と凝集反応　・……・・……78，　91

　　　　　　　　　　　（テ）

低級脂肪族アミン類

　　一のガスクロマトグラフィー　……88，　37

ティーバッグ

　　一の衛生化学的研究　…・……・……・90，126

2，4，5－T一→2，4，5一トリクロルフェノキシ酢酸

2，4，5－TP一→2一（2，4，5一トリクロルフェノキシ）

　プロピオン酸

2，4－D一→2，4一ジクロルフェノキシ酢酸

2．4－DB一→2．4一ジクロルフェノキシ酪酸
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事　　物 索　　引

DMHP　→幻覚剤
　　一の合成　…・・……………・一……・・92，　50

DNOC　→4，6一ジニトロー。一クレゾール

ディスポーザブル気泡型人：Db肺セット

　　一の物理的化学的研究　…・…・…・…89，　13

ディスポーザブル注射針

　　γ線滅菌の影響……・…・………・・…・・88，　14

ディスポーザブル注射筒

　　γ線滅菌の影響　……・…一…一・・…・・88，　19

ディスポーザブル輸液セット

　　一のマ斉取締試験成績　…・……一90，　96

　　放射線滅菌の影響・………一…・…・…90，　15

DDT
　　一のポーラログラフィー　…・・……・81，　10

DDVP
　　一の確認法　…………・………・……78，133

　　赤外吸収スペクトルによる定量　……80，　1

ディルドリン

　　一の確認法　…・……・・…・……一…80，　50

　　一のガスクロマトグラフィー　……83，　61

　　瀬戸内海イガイ中の一　……一・…・99，　41

デスラノシド

　　標準品・……………一・………………91．　62

データ処理法

　　動物実験における一　…・……一・…　100，204

鉄（59Fe）

　　海産生物中の一　・…一…・…一…・…909　4

テトラクロルイソフタロニトリル

　　残留一の分析法　一………・………・93，　41

テトラクロルテトラブロムフルオレセイ．ン

　　鷹彗品　　’．・●●”’o…　●・鱒。・●・・・・…　鱒・”・。9・・…　　88，　112

テトラヒドロカンナビノール→幻覚剤

　　大麻草における一の分布　・・………・90，　1

　　△6a，10a一一の合成・・………一・・ga　44

　　一の単離　……・・…一…一…………・86，　25

テトラフェニルホウ素ナトリウム

　　一を用いる硫酸スパルテインの定量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79，　77

　　四級アンモニウム塩の定量・・……・…　79，　73

テトラブロムフルオレセイソ

　　標準品　・………・・…・・…・・………・・……87，　88

　　一の非水溶媒に対する可溶化…80，　38；98，

　　　　　　　　　　　　　　　　　69

テトラメチルチウラムジスフィド

　　亜慢性毒性試験結果　一一…・・。・…・…98，　69

テトロン製人工血管

　　一の強度について　……………・…・79，219

テパイン

　　一の比色定量　・・…・・…一・・…・一・78，　39

TBTO→トリブチルスズオキサイド

TBZ→チアベンダゾール

デヒドロ酢酸

　　高速液体クロマトグラフィー　………100，147

　　酸化剤による分解　…一…………・…82，103

　　一のpkゴ　……………・……………・819　20

デヒドロ酢酸ナトリウム

　　防腐剤の併用効果　・・…………・………86，151

点眼剤

　　一プラスチック容器の透明性　……95，110

　　構成成分と防腐剤の効果　……一…・・90，131

電気的体温測定法

　　発熱物質試験における一　一・・82。59；84，

　　　　　　　　　　　　　　　　　39，43

天然香料

　　一の赤外線吸収スペクトル分析　…79，　51

天然色素

　　食品中の一の抽出g吸収スペクトル
　　　　　　　　・鱒・・・・・…　り・・。・・・…　。・一・・・・・…　　83，　　68

　　　　　　　　　　　（ト）

トイレット洗浄斉彌容器

　　一言式験　　・．●●・・．．●．●・。・●●・．。●。9●．・…　9●・●・●・●　89，　105

糖　　　　　　　．．

　　はち密の一含量　・……………・・……　91．　47

等速電気泳動

　　一の代謝研究への利用　・…………・・100，77

銅

　　米，小麦粉，大豆中の一　一一・…・80，　75

　　市販中性洗剤中の一　…・…・・………78，141

　　缶入グリーンピース中の一　・・……・86，　94

　　缶詰トマトジュース中の一　…・一・79，251

　　市販焼肉タレ中の一　………………100，186

　　大気，浮遊粉じん中の一　……89，21；90，

　　　　　　　　　　　　　　　　　33

　　粉乳中の一　…・……・一・一………・・98，　77

　　溶媒抽出一フレームレス原子吸光法…98，102

銅クロロフ4リンナトリウム

　　一の比吸光度　・・…………・…・・…・…93，119

1）π60おぬ，η）・oρo名。漉sR。　BR

　　一の栽培　・……一………………・…・81．156

燈台飲料用天水

　　一中の90Srの定量……………81，62；82，

　　　　　　　　　　　　　　　　　107

　　一中の90Sr，137Csの定量　………84，　29
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事　　物　　索　　引

毒性試験

　　農薬，着色料等の　・……………・…・…85，184

毒物劇物

　　四エチル鉛の安全処理　…・…・…・一・・93，　54

　　シアン化ナトリウムの安全処理　……93，　57

トランキライザー

　　ガスクロマトグラフィーによる分離…82，　67

　　薄層クロマトグラフィーによる確認…88，　61

トリエタノールアミン

　　発癌実験用一の安定性及び純度試験

　　　　　　　　・・…　9・。・・…　曹・・…　。…　。・…　。軸・・　100，198

トリカブト属植物

　　野性ハチミツ中の一の花粉　………87，　81

2，4，5一トリクロルフェノキシ酢酸

　　輸入農産物中の一　…………………　100，193

2一（2，4，5一トリクロルフェノキシ）プロピオン酸

　　一のGC－MSによる分析…………100，1go

　　輸入農産物中の一　……・…・………・100，193

2、4，5一トリクロルフェノーノレ

　　4一アミノアンチピリンによる定量…83，　10

トリクロロエチレン

　　変異原性試験　…・…・………・・…・…・…99，　60

トリス（1一アジリジニル）ボスフィンオキシド

　　防炎加工綿製品り分析　………………96，　42

トリス（1，3一ジクロロイソプロピル）ボスフェイト

　　催奇形性（ラット）　………・………・・99，　50

トリス（2，3一ジブロモプロピル）ボスフェイト

　　催奇形性（ラット）　・………・……・…98，　50

2，4，5一トリメチルアニリン

　　合成，肝酵素活性への影響　……・…・94，159

トリフェニルスズアセテート（113Sn）

　　一の合成　…ピ………一…・…………94，　41

トリフェニルメタン系色素

　　白癬菌に対する併用効果　……………78，　95

トリプシン

　　製剤学的検討　……一………………・99，　84

　　力価検定法　…・・……・一…・・……8g，　g7；gO，

　　　　　　　　　　　　　　　　　89

トリプタミン

　　一系化合物の分析　……・……・一・・93，　95

トリブチルスズオキサイド

　　ガスクロマトグラフによる定量　……82，　39

　　一の抗真菌力と衛生利用　……79，167，171

　　一の防田力試験　……・…………・・…80，　g7

2，4一トルエンジアミン

　　分析法の検討　一…・…………・………98，107

トロンビン

　　標準品　…・………一……・鱒……・・80，54；95，

　　　　　　　　　　　　　　　　　73

　　　　　　　　　　　（ナ）

ナイカルパジソ

　　鶏肉中の残留　……・……・……・………g6，124

内装生理処理用品

　　一の基準　…・…・………・・……・・……87，　74

　　一の試験成績　・……一・一・・………85，136

内毒素

　　ウサギ血漿フィブリノーゲン量の変化

　　　　　　　　・・…　”・●・。開・。・・。・・9・・●・・●・鱒…　　78，　　89

　　ウサギ血漿総コレステロールへの影響

　　　　　　　　・…　鱒・・…　鱒韓・・・・・・・・・・・・・・・…　　80，　　89

　　ウサギ血糖値の変動　・…………・……・80，　91

　　ウサギ耳殻血管の感受性　一…・…一82，115

　　生体内分布　…・……一・……・……一・82り　57

　　妊娠動物への投与による影響　・…・・…100，128

　　マロン酸処理　…・…………・・…・一…・81，　89

　　レセルピン前処置マウスへの影響　…94，　36

ナツズイセン

　　栽培試験　……・・………・・…・……81，159，172；

　　　　　　　　　　　　82，　193；　83，　151

納豆菌錠剤

　　腸内細菌叢への影響　……一…一…・86，　99

ナトリウムイオン

　　鉱泉中の一の簡易定量法　・……・・…79，　43

ナトリウムメトキシド

　　3．6一ジメチルー4一ニトロビリダジンー

　　　1，2一ジオキシドとの反応・……・・…94，　43

鉛

　　エアゾール製品中の一　………87，　82；88，

　　　　　　　　　　　　　　　　　92

　　街路大気中の一　一……・・……85，158；86，

　　　　　　　　　　　　　　　　　189；　90，　106

市販中性洗剤中の一　………………78，141

市販ドレッシング中の一　…・……・・100，188

市販乳首中の一　……一・……・・…・・100，145

市販焼肉タレ中の一　…一・…一…100，186

缶入グリーγピース中の一　………86，　94

大気，浮遊粉じん中の一　……89，21；90，

　　　　　　　　　　　　　　　33

大気中の一の連続自動測定計　……87，　28

タール色素中の一　…………・……・・88，139

ピリジルアゾレゾルシンによる比色定

　量　　・。鱒・。・・。●・鱒・。・・・・・…　。。・・鱒“・●●・・。・●…　　79，　　87

毛髪中の一　…………・…・…………83，　81
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事 物　　索　　引

ナフトールエローS

　　標準品　……・…一・……・・・……………・839　72

ナンコール

　　4一アミノアンチピリンによる定量…83，　10

　　　　　　　　　　　（二）

ニコチノイルー4一アミノアンチピリン

　　混合製剤中の一の比色定量　………86，　　8

ニコチン酸

　　標準品・・……一・………一…………100，182

二酸化窒素

　　一測定におけるオゾンの影響　……94，　23

ニトロ化合物

　　一のボーラログラフィー　…………78，　21

ニトロソアミン

　　ゴム製乳首より溶出した第2級アミン

　　　からの一の生成　……………99，135；100，

　　　　　　　　　　　　　　　　　62

　　ニトロソジメチルアミソ　……………99，156

　　乳児の一摂取量の推定　…一一…・・100，68

N一ニトロソ化合物

　　一の生体内生成（総説）　…………99，　1

α一ニトロソーβ一ナフトール

　　一によるモルヒネの比色定量　……82，　50

ニトロソ尿素誘導体

　　一の抗腫瘍効果　一・……・……96，91；97，

　　　　　　　　　　　　　　　　　107

ρ璽二　トロ　トノレエン

　　一の代謝活性化試験　・…………一・・99，　60

1一置換一2一二トロー1一ニトロソグアニ老ソ類

　　一の抗癌性及び抗菌性スクリーニング

　　　　　　　　。．’．’●●●●・’。………・……・・…　88，　118

ニューコクシソ

　　催奇形性（マウス）　…一…一・……・99，　73

乳脂肪

　　偽和物の検出例　・…………・…・・…・…・89，119

乳糖分解性腸内細菌

　　輸入バターから分離した一の分類

　　　　　　　　’。・・。。”。”●・…　。・・・・…　。。・78，　161，　167

ニンジン

　　一及び一二の検査成績　・・…一…・88，　86

ニンニク

　　贋造ビタミンB且誘導体錠剤中の一の

　　　組織片の検出　……・一……・…・……87，　78

ニンヒドリン

　　システイン塩酸壇の一呈色　………86，　91

　　洗剤中の蛋白分解酵素の一による検出

　　　　　　・・・・…　9・・・・・・・・・・…　。…　。・。・・・…　。鱒・・　93，　102

　　　　　　　　　　　（ネ）

熱帯産有用植物目録　・………・・一・…・……80，169

　　　　　　　　　　　（ノ）

脳下垂体後葉　→下垂体後葉

　　60Co照射による一ホルモン剤の力価の

　　　減少・………………・……………・…78，　69

　　標準品…・……・……・…・…・……・……97，110

膿粘血便

　　赤痢菌感染サルの一のサル腸管内投与

　　　　　　　　”・’畳9’●・●●●’○●●●●・’．・●軸・。・・・…　　89，　　47

dl一ノルエピネフリソ

　　一の安定性　……・……・…・…・…・…・100，40

　　　　　　　　　　　（ハ）

歯

　　一の磨耗と掻痕度試験　…・……・・…94，136

パイジッド

　　一の分析　………・一…・・…・……・…・79，　93

排気ガス

　　ガソリン及びディーゼル車の一　…78，111

　　一による空気汚染　・・……・…・…・…・78，111

パイロジェソフリーカラム

　　無菌的かっ一調製法　……………・・88，　81

Pyrogen　Test　→発熱性物質試験

　　一とLlmuius　Testの相関性

　　　　　　　　・。鱒・●・・。。・輔…　鱒・・麗・・…　98，　76；　100，

　　　　　　　　　　　　　　　　　20（総説），120

白癬菌

　　トリフェニルメタン色素と抗真菌剤と

　　　の併用効果　…・…一…一………・・…78，　95

パイテックス

　　一の定量法の検討　一…・………・…83，　50

バソプレシン

　　ウシ下垂体後葉中の一　………87，5；88，1

　　一注射液中のオキシトシンの定蹟…83，　29
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　　大気中の一中の銅，鉛，カドミウム，

　　　亜鉛の定量………一…一・…89，21；90，

　　　　　　　　　　　　　　　　　33

　　室内空気中の金属の原子吸光分析　…90，　20

　　一濃度の測定　………・…・………・…91，　66

プラスチック　→医療用グラステックス

　　ABS樹脂とAS樹脂中の残存アクリロ

　　　ニトリルとその水への溶出　・……・・97，　93

　　アクロニトリルの溶出試験　一・……・98，110

　　2．4響トルエンジアミンの分析法……98，107

　　フェノール系酸化防止剤の分析法　…99，　98

　　一一包装材料，容器の溶出試験　……86，124

　　ポリオレフィソからのBHTの溶出…97，　97

　　ポリスチレγ製食器中の揮発成分の定量

　　　　　　　　・．●・・●…　●・鱒。・．●●。●・●。。・9…　●。●・　89，　122

　　メタクリル酸メチルの定量　…・……・99，141

　　メタクリル樹脂からの溶出　・・……・…99，144

　　プラスチック製注射筒　…………80，63；81，
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　　　　　　　　　　　　　　　　83

プラスチック製縫合糸

　　一の規準化　………・…・…・…・…・・…88，　8ア

プラスチック容器

　　点眼剤一の透明性　一…一一・…・・95，110

フラゾリドン

　　鶏肉中の残留一の分析　……………97，135

ふりかけ

　　一の異物試験　…・……・…・…・……・・80，　83

ブリリアントブルーFCF

　　標準品　…・一……・・一…………・……86，135

2一（2一フリル）一3一（5一ニトロー2一フリル）アク

　リル酸アミド

　　環境中の一の分析　一…………・…・93，　46

　　一投与マウスの前胃腫瘍の形成　…100，80

フリルフラマイド　→2（2一フリル）一3一（5一ニト

　ロー2一フリル）アクリル酸アミド

フルオシノロンアセトニド

　　標準品　・…一……・・…一…一・………100，179

フルオレセイン

　　標準品　…1・・…・……・………………・・90，128

プレドニゾロン

　　一の結晶多形　………・一………一84，．・1

　　標準品　…………・……・………………・91，　59

フロキシン

　　標準品　…一…………・・………………84，　81

プロゲステロン

　　旋光分散　………・…’”…●’……………79，241

　　一の高速液体クロマトグラフィー…99，　23

　　標準贔∴……一…一・・一・・……一99，115

プロテイン銀

　　一の定量法　…一………・…・一…・81．　44

Proteus

　　血清学的性状　………・…・・……・……・・79，181

　　生化学的性状　…一・…・…・…………・79，177

プロトカテキュ酸エチル

　　一のガスクロマトグラフィー　……87，　24

プロムジエチルアセチル尿素

　　示差熱分析と赤外分析を併用した一

　　　の結晶多形　…………・……一・……・89，　4

プロムワレリル尿素

　　一の結晶多形　…・……・………・・…・82，　33

プロメライン

　　一の試験法　…………・…一・………85，121

　　一製剤の定量試験　…………・一・…98，　91

　　市販一製剤の品質　……一・・…97，29；100，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　141

フロリジル

　　一の活性度の検討　………一一…・89，　34

粉乳

　　輸入脱脂一の異物試験　…一……・・82，105

　　輸入一の異物試験成績　……・一・…86，177

　　輸入一の微生物叢　……・……・……・97，　44

　　一由来の好気性有芽胞桿菌　…79，195，201

噴霧殺虫剤

　　クロマトグラフィーを併用した一中

　　　のγBHCの定量………・……一・78，　25

　　　　　　　　　　　（へ）

ヘキサクロロベソゼソ

　　脂肪含有食品中の一　・……………・・97，129

　　食品，飲料水中の一　……一…・…・98，138

　　一投与ラットにおける過酸化脂質の
　　　ξヒ長渉こ　　●●●．・●9・●．．”・●●9鱒・。・・．…　9・●曾・●9・・…　　100，　58

Hexobarbital　radiometry

　　開発と応用　……・一・一・…・一……・・98，　56

ベタメタゾン

　　石山認試験　　…　。・…　。。…　。・・・・・・…　輔・…　。・…　。・　91，　　97

ペナクチジン

　　総合胃腸薬中の一　…・……………・・87，　76

P2ηJc〃伽御709診‘⑳漉

　　毒性物質の産生　・・…・…………・。・……87，　31

ベニバナ

　　アメリカ三一の試作栽培　一・・……80，167

ペノミル

　　高速液体クロマトグラフィ＿　＿＿＿gg，　47

　　ガスクロマトグラフィー　……・・…・…95，　5？

　　食品中に残留する一の定量法…95，　52；99，

　　　　　　　　　　　　　　　　　47

ヘパリン

　　クジラーの抗凝血作用　一……一・82，　86

　　ゲルろ過，各分画の力価　…・…・…・…88，　4

　　細菌ヘパリナーゼによる分解　・・……・86，　36

　　標準品　………一　　………・一859115；94，

　　　　　　　　　　　　　　　　　90

ヘパリンナトリウム　→ヘパリン

ペプシン

　　含糖一標準品　・……・一………78，135；95，

　　　　　　　　　　　　　　　　　70・

ヘブタクロル

　　輸入殻類中の一　・……・・………・・…・96，　73

ヘプタクロルエポキシド

　　輸入殻類中の一　……・……………・・96，　73

ベラドンナ
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　　1年越の成績　…・・……・・……・……・…80，131

　　円葉量とアルカロイド含量　……80，131，133

　　2年株の成績　……………・…一・・……　80，133

　　放射線照射の影響　………………。・・…　80，165

ヘロイン

　　尿中の一　・…………一………・・83，16：87，1

変異原性試験

　　トリクロロエチレン　………・・………99，　60

　　パラニトロトルエン　…・……………・・99，　60

変異誘発剤

　　形質転換DNAの不活化　…・・……・…91，　94

ペソタクロロフェノール

　　クロロフェノール類中の一　・・…・…81．　49

　　一の薄層クロマトグラフィー　・・・…　81，　51

ベンタクロロニトロペンゼγ

　　ポーラログラフィー　……・……・…殉・・81，　8

ペソゾ（α）ピレン

　　乾燥酵母中の一　……・………一・…・92，　63

ペソゾフェノソ類

　　微生物転換の試み　…・・…・・…………・81．　93

　　　　　　　　　　　（ホ）

縫合糸

　　腸線一　　曾●。・・●9・。・9。・・開●。…　●・●・・●・。●　869　　172；　89，

　　　　　　　　　　　　17；　90，　99；　92，　12

　　非吸収性一　一…・………鯛・・…82．　93；84，

　　　　　　　　　　　　　　　　　73

ホウ酸

　　寒天，寒天原藻中の一　……・……・80，　79

　　一の定量法の検討　…………・……・・86，　82

ホウ酸塩

　　輸入塩づけクラゲ中の一　一…一・96，130

　　輸入冷凍クルマエビ中の一　・…・・…96，130

　　輸入冷凍小エビ中の一　…・…・…・…96，130

防炎加工剤

　　トリス（1一アジリジニル）フォスフィン

　　　オキシド　…一・…・・一……一・…・…　96，　42

　　トリス（1．3一ジクロロイソプロピル）フ

　　　ォスフェート　・…・…。・・一・・一…・一・99，　50

　　トリス（2，3一ジブロモプロピル）フォス

　　　フェート　………・・………・…………　98，　50

放射性医薬品

　　Na1311液中の82　Brの検出　………78，　1

　　一のγ線スペクトル　・……一・・86，119；87，

　　　　　　　　　　　　　　　　　68；　93，　117

　　一の純度試験　・・………・・・・・・……・…78，　1

放射性物質

　　太平洋産マグロ肝中の一　…………79，235

放射性物質除去装置

　　一の性能試験成績　・・……一・………81．　71

放射性ヨウ化ナトリウム（Na　1311）

　　一畳中の82Brの検出　……………　78，　　1

放射性ヨウ素

　　牛乳中の一の分析　…・……・・一…・・949　59

放射線照射→’ ﾁ線照射，コバルト（60Co）照射

　　ケシのアヘン生産に及ぼす影響……81．150

　　印度蛇木の発芽，生育に及ぼす影響

　　　　　　　　，・。・・，・・。9．●。…　●。・●●．鴨9・・80，　　166；　819

　　　　　　　　　　　　　　　　　181

　　クラムヨモギの発芽，生育への影響…8α　163

　　ケシの発芽，生育への影響…………80，162

　　ケシの発芽に及ぼす影響　・……一・…81．148

　　ベラドンナの発芽生育への影響　…80．165

放射線滅菌

　　細菌インジケーターによる一効果の

　　　検討　……・………・・…………………90，　85

　　腸線縫合糸の吸収速度に与える影響…89，　17

放射能

　　カリ肥料倉庫内の一　・…・…………・78，129

放射能汚染

　　魚類肝臓の一調査　・…・……………・78，125

　　輸入食品中の90Sr及び137Cs…83，　74；84，

　　　　　　　　　　　　80：　85，　145；　87．　84

　　灯台の飲料用天水中の一　…………　79，231

　　灯台の飲料用天水中の90Sr　…81，　62；82，

　　　　　　　　　　　　　　　　　107

　　灯台飲料用天水中の90Sr，137　Cs　…84，　29

　　マグロ肝臓中の放射性物質　…………79，235

　　マグロ肝臓の放射化学分析　…………79，　　1

　　川水の90Sr汚染　　・………・………・80，　54

　　茶葉の90Sr，，37　Cs汚染　………81．　73

　　粉乳の90Sr，言37Cs汚染　………81，　77

法定色素

　　一中の有機性不純物　・……・………・89，112

防腐剤→殺菌剤

　　一の併用効果　　……　　　・86，115，154

　　遠心クロマトによる検査　…・………・80，　72

　　一の抗菌スペクトル　・・………・……89，140

　　Polysorbate　80．　Lecithinによる

　　　不活化　…・一・……・…一・…・・……・91，　82

　　一のメンプランフィルターへの吸着

　　　　　　　　。。・・・・・・…　軸・・・・・・・…　。・・。。・●…　　94，　　72

押掛粉

　　輸入食品中の一分析結果　…………99，　66

一26一



事　　物　　索　　引

保存料

　　高速液体クロマトグラフィー　………100，147

ボタン

　　一の生育，収量，増殖　……………　93，10g

ホッカイキッソウ

　　一の栽培試験　…………・……・一・・…89，　67

ホッカイトウキ

　　一の育苗　…・………・…………一…93，145

没食子酸エチル

　　一のガスクロマトグラフィー　……87，　24

ポマード

　　水溶性一のセルロイドへの影響　…83，　76

ホモスルファミン

　　一の結晶多形　…………………82，33；89，4

ポリ塩：化ビフェニル

　　包装材料から食品への移行　…………92，　74

ポリオレフィン

　　一からのBHTの溶出　・………一・97，　97

ポリスチレン製食品容器

　　市販一中の揮発成分の定量　………89，122

ポリソルベート　80

　　一による防腐剤の不活化　……・…・・91，　82

ポリビニルピロリドソ

　　原子吸光法による一の重金属試験…85，　14

ポリプロピレンフィルム

　　一の浸漬試験　………・一…・………84，　65

Polymorphism→結晶多形

4一ホルミルアンチビリソ

　　一を用いるメタアミノフェノールの

　　　比色定量　……・……・・………・…・・…81．　1

ホルムアルデヒド

　　衣類への一の移染　………一・一…　949　69

　　霞ケ関における一濃度　・・…・…・・一92，　71

　　大気中の一の測定　・……………・…・86，　58

　　タラから検出される一　・・……一…80，．78

　　都市大気中の一の連続測定結果　…88，　96

　　ネイルエナメルの皮膜からの溶出…90，102

ポンソーR

　　標準品　…・・……………。………………859150

ポソソー3R
　　標準品　　・・鱒・．・層・・曾開鱒…　。…　鱒・韓・鱒・鱒・●闘・．　83，　　72

　　　　　　　　　　　（マ）

麻黄

　　一のアルカロイド含量　……………83，141

　　挿木繁殖　・……………………・………　85，112

マーガリン

　　規格基準　・……・…・…　　……・・……98，135

　　　　　　　　　　キマグネシウム（Mg　）

　　一ATPase　・・……・一…・・…一・…99，　68

マグロインシュリン

　　末端アミノ酸と化学構造　・………・…・85，　8

マグロ肝

　　一の放射化学分析　・・………・………79，　　1

　　一中の放射性物質　………・……一・79，235

マーサリル

　　交流ポーラログラフ定鼠法　…・…・一78，　19

麻薬

　　アヘン及びコカアルカロイドのガスク

　　　ロマトグラフィー　……………・…・83，．13

　　尿中一の分析　………・・……・…79，111；81，

　　　　　　　　　　　　26；　82，　48；　83，　13，　16；

　　　　　　　　　　　　84，　52；　87，　1

　　非水滴定による一の定量　・…・・……87，　36

　　リン酸ジヒドロコデインの確認法　…86，　18

マヨネーズ

　　規格基準　・…………一・……・・………・98，135

マルトール

　　一とエチルマルトールの識別　……94，117

マレイン酸エルゴメトリソ

　　一標準品　……・……一…・…一…・・98，129

マレイン酸クロルフェニラミソ

　　総合感冒剤中の一　…………・…・・…　79，　79

　　　　　　　　　　　（ミ）

ミシマサイコ

　　一の栽培試験・…∴………・…・・89，163；9α

　　　　　　　　　　　　158，　160；　91，　106

　　一の生育，収量に及ぼす生長調整剤

　　　の影響　・………………・…・・…一…・96・161

　　一の生育，収量　………一……・・…94，166

　　一の発芽，初期生育　……一……・・949163

　　一の発芽生育，収量に及ぼす除草剤

　　　の影響　………………・・一……86，109；95，

　　　　　　　　　　　　　　　　　129

　　一の発芽，播種時期の影響　・…・…・85，108

　　一の発芽，覆土の厚さと土性の影響

　　　　　　　　・。・・●●●…　●・・。●・・●・●・●●・・●・9・。…　　84．　152

　　一の病害，病源菌の分離　…………81．182

　　一の病害，分離菌の病源性　・・一…81．184

　　一の病害，薬剤防除試験　……82，216；83，

　　　　　　　　　　　　　　　　　147；　84，　149

味噌

　　保存料としてのソルビン酸の有効性…96，148
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ミニコン

　　一操作による質量スペクトルの分解能

　　　　　　　　。・●。・・●●・●・●。●…　●．●・・…　●。。・，・●．　93，　　37

　　一による質量分析法の検出感度の向上

　　　　　　　　・・●畳・．●・●●・●・●●・・・・・・・…　。…　●●●●　94，　　　　1

　　一によるピーク積分法の検出感度の

　　　向上　・・……一…・……・・一・…………95，　10

ミルクココア

　　一の衛生学的検討　…一…・・………　78，149

ミルクチョコレート

　　一の衛生学的検討　…・……………・・78，149

　　　　　　　　　　　（ム）

無脂固形物

　　偽和物の検出例　……………・…・……89，119

無晶性インシュリン亜鉛懸濁注射液

　　検定成績　……・…一・…・………・一・・…78，137

無水アスピリン

　　アスピリン中の一の定量　…………95，1，35

無水アルコール

　　紫外及び赤外吸収スペクトルによる定量

　　　　　　　　・・…　。・・…　。・。●。・。・・・・・・・・・…　。・・　78，　　29

無水ケイ酸

　　結晶多形2種の赤外法による定量　…89，　9

　　　　　　　　　　　（メ）

メタアミノフェノール

　　パラアミノサリチル酸塩中の一　…81，　1

メタノール

　　ウサギ体内における14C一の分砥
　　　変イヒ　　・・…　．・・・・…　。…　。・。…　。・。・・・・・…　。・…　　84，　　35

　　エアゾール製品中の一の分析　一・・99，121

　　化粧品中の一の定量　・・…・…………85，　87

　　一の経皮吸収　………・……・…・……82，110

　　一中毒の実験的研究　…一・…85，　40；86，

　　　　　　　　　　　　　　　　　28

　　不純物の分析　・……………・…・…・・…82，112

メチオニン井野

　　一の家兎への投与，血中濃度　……79，157

　　一のシロネズミへの投与．体内分布

　　　　　　　　…　。・・・・…　●・・・・・・・・…　”・・・・・…　　79，　161

2一メチルー4一アミノー5一ハイドロキシメチルピリジ

　ン

　　一のEhrlich腹水がんに対する作用

　　　　　　　　。・。…　。・。・・・・・・・・・・…　。・。・・・・・…　　89，　　91

メチルー2一アミノベンゾイミダゾールカーパメイト

　　農作物中の一の分析法　……………　94，　9

N一メチルコクラウリン

　　一変換菌の探索　・…………・一・・…　88，144

1一メチルー3一二トロー1一ニトロソグアニジソ

　　一とアソスラニル酸の水溶液中での

　　　反応　…・…・…・………・…………・・…87，　43

　　一と環状第2級アミン類の反応　…95，　65

3一メチルー4一メトキシー6一ヒドロキシメチルピリダ

　ジン

　　一のクロルメチル化　………………86，　78

メサドン

　　尿中の一の検出　・・…………・…・…・・87，　1

メトトレキサート

　　液体クロマトグラフィー　………・…・・96，　32

　　標準品　一・・一………・…・。・……・……96，100

メプロバメート

　　一錠の崩壊，溶出試験　……一一・93，　86

　　TLC－FID　analyserによる分析…96，　67

　　　　　　　　　　　（モ）

毛髪

　　過酸化水素による脱色　………………82，　99

　　過酸化水素による一の強度変化　…84．　85

　　コールドパーマによる強度変化…83，　79；85，

　　　　　　　　　　　　　　　　　92

　　コールドパーマにおける影響　………85，156

　　酸吸着と染色　・……・・……・・…・………83，　78

　　鉛含量　・・…・………・一・………………　83，　81

モニタリングプログラム

　　食品汚染物一（総説）　…・……一・・97，　1

モノハロゲン化アルカン類

　　一の13C．NMR　…………………go，　11

モノマー

　　塩化ビニル樹脂中の一　・・…・………　94，127

モルヒネ

　　アヘン製剤中の一の定量　・…・・……89，　73

　　あへん中の一の定量．…・……・・……79，107

　　医薬品中の一の試験　・・・・・………・…　85，　75

　　医薬品中の一の確認　………………89，　95

　　日本産あへんの一含量：………78，139；79，

　　　　　　　　　　　　259；　80，　　51；　81．　　53；

　　　　　　　　　　　　82，　　87；　89，　　162；　94，

　　　　　　　　　　　　162

　　尿中の一の検出　……・・………81．　26；82．

　　　　　　　　　　　　48；　84，　52；　87，　1

　　非水滴定法による一の定量　・・……・89，　75

　　比色定量　・………………・…一…・…・82，　50
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　　　　　　　　　　　（ヤ）

薬剤耐性因子

　　一の伝達におよぼす培地の影響　…81，　38

薬用植物種子

　　放射線照射と発芽の関係　………80．162，163，

　　　　　　　　　　　　165，　166；81．　150，　181；

　　　　　　　　　　　　85，　110

薬物性腎障害

　　塩化第二水銀　………………・・…・……97，　49

　　ピューロマイシンアミノヌクレオシド

　　　　　　　　・・9●鱒・…　●・邑9・。・●邑・。鱒●・ゆ…　。曹・．　97，　　49

　　インドメサジン　・…・…一・…・…・……・97，　56

　　フェニルブタゾン　…・…………・…・…97，　56

薬物代謝酵素活性

　　高感度測定法　…・・……・…・……・・……98，　56

　　　　　　　　　　　（ユ）

有害金属　→亜鉛，カドミウム，金属，クロム，重

　金属，水銀，スズ，釦．ヒ素，鉛，マンガン

　　浅草のり中のヒ素の定量：…一…・…・79，253

　　おりがみの一含量と溶出　…・・…・…88，105

　　歯入グリーンピース中の一の定量…86，　94

　　缶入トマトジュース中の銅の比色定量

　　　　　　　　書・・・・・・・・・・…　鱒・・。・・・・・…　6・。…　　79，　251

　　クロレラ抽出液中のマンガン　・一…・86，127

　　市販おもちゃ中の一　………………88，107

　　市販中性洗剤中の一量　・………・…・78，141

　　市販ドレッシング中の一　・……・・…100．188

　　市販焼肉タレ中の一　………・一・…100，186

　　調製粉乳中の一　……・…………・・…　85，143

有害性金属　→有害金属

有機塩素系殺菌剤

　　テトラクロロイソフタロニトリル…93，

　　ペンタクロロニトロペンゼソ　・……・・81．

　　ベンタクロロフェノールー・・…81．49，

有機塩素系農薬

　　エンドリン，ディルドリンの残留分析

　　　　　　　　・・・・…　。…　◎・・・・…　9・…　邑・…　。…　　91¶

　　一残留量：に対する剥皮及び洗浄の効果

　　　　　　　　n・・。・・・・・・・・・…　鱒・・。・・…　9・・…　　89，

　　食品残留農薬調査　……・…………・・…86，

　　乳製品中の残留一の分析　・………・・89，

　　農作物中の残留農薬の確認　・………・・99，

　　農作物中の一の分析　……・………・・89，

　　一の分析法　……………・……・一・…95，

　　パター中の一の分析　・…………・…・86，

41

8

51

41

43

129

29

89

38

44

52

　　輸入穀物中の一の定量　……・・一…96，　73

有機塩素製剤

　　ディルドリン及びエンドリンの一確認法

　　　　　　　　．●…　●・・師・。・。…　●・・・・・・・・・・…　。・　80，　　50

有機水銀化合物

　　バレイショ中のフェニル水銀の分析…89，　25

　　一のガスクロマトグラフィー　……88，　23

有機錫化合物

　　トリフェニルスズアセテート（1！3Sn）

　　　の合成　………・…・……・一……・…94，　41

　　トリブチルスズオキサイドのガスクロ

　　　マトグラブィー　………・………・・…82，　39

　　一の抗真菌力と衛生利用　……79，167，171

　　一の防微力試験　………・………・…・809　97

有機リン系殺虫剤

　　農作物中の残留農薬の確認　・・…・……99，　89

　　米国産おうとう中の一の残留分析…99，133

　　油剤及び乳剤中のダイアジノンの定量

　　　　　　　　…　9・。9・鱒・●・鱒・・鱒・●・・●・●…　●・●．　93，　　27

有機リン農薬

　　一のガスクロマトグラフィー　……94，　9

　　一の活性炭クロマトグラフィー　…94，　14

　　一の薄層クロマトグラフィー　……　93，　99

　　油脂中の一のクリーンアップ法　…94，　18

有機リン製剤

　　DDVPの一確認法………・……・…・78，133

　　一の分解処理について　…・…・……・79，237

有用栢物目録

　　種子島一　・…・…・………・…・………・839157

　　山下一　 ・・・・・…
@●・・…　●・。9・・●・・●・9●●。・鱒。　85，　116

融点

　　一標準品　……・一………・…・・……・85，116

油脂

　　一の二二　…一・…………………・…80，　81

輸入牛肉エキス

　　一の微生物叢　………・…　…　一・98，　36

輸入検査

　　食品，調理用器具，容器，玩具の一

　　　　　　　　・・・・・…　g・・・・・…　。・。…　。曾・・97，　166，　169；

　　　　　　　　　　　　　　　　　99，　191

　　保色粉の分析結果　・・…・・………9・……　99，　66

輸入生薬

　　一の検査　……………・……・………91，　65

輸入食肉

　　一中の亜硝酸塩の測定成績　………94，122

　　一由来サルモネラの抗生物質感受性

　　　　　　　　・・。・・・・・…　り・・・・…　。…　騨。・92，　　95　　95，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　99；　98，　144

　　一中のサルモネラの菌型　一……・・93，138

　　一中のサルモネラの検査成績…85，188；89，

　　　　　　　　　　　　　　　　　125；　91。　88

輸入食品

　　カンキツ類中のTBZ，　OPP，ジ

　　　フェニルの測定　……・・………　94，120；96，

　　　　　　　　　　　　　　　　　133

　　牛肉エキスの微生物叢　…・……・・……98，　36

　　クルマエビ，塩づけクラゲ，小エビ中

　　　の亜硫酸，ソルビン酸の測定　……96，130

　　穀類中の有機塩素系農薬の定量　……96．　73

　　脱脂粉乳の微生物叢　…・・……………・97，　44

　　一の90Sr，137　Csの定量………84，　80

　　一の化学検査　・……一・…・・…・90，143；g1，

　　　　　　　　　　　　99；　92，　86；　93，　121；

　　　　　　　　　　　　94，　106；　95，　115：　97，

　　　　　　　　　　　　166，　169，　99，　191

　　一の化学検査概況　・………………・86，179

　　一の化学検査成績　・………・・…93，121；94，

　　　　　　　　　　　　　　　　　106；　95，　115

　　一の人工着色料　一………・…80，80；81．

　　　　　　　　　　　　80；　84，　76；　86，　132

　　一中の90Sr，∫37　Csの定量…83，　74；84，

　　　　　　　　　　　　80；　85，　145；　879　84

　　亜硫酸ホウ酸の測定　・・…・・…・…・…　96，130

　　ワイン中の亜硫酸，ソルビン酸の測定

　　　　　　　。’●●●。・’。’●・・’●・・…　脚・。・。…　。…　　96，　128

輸入中国酒

　　一の組成　…………・…・・……・・…・…78，143

輸入肉　→輸入食肉

輸入パター

　　一から分離した乳糖分解性腸内細菌

　　　　　　　・・●・・●・・・・・・…　．●・。・・…　●・●78，　161，　167

輸入粉乳

　　一の異物試験成績　…………・一一・86，177「

輸入食品容器・包装材料

　　化学検査成績　・……………・……97，166，：69

輸入干しあんず

　　一中の亜硫酸とその除去　・……・・…　78，145

　　　　　　　　　　（ヨ）

ヨウ化ナトリウム（Naコ311）

　　一中の臭素（82Br）の検出　……78，　1

葉酸

　　標準品　…・……………・・……・…90，93；100，

　　　　　　　　　　　　　　　　　177

ヨウ素

　　牛乳中の放射性一の分析　・…・・……　94，　59

ヨウ素（1251）

　　一のγ線スペクトル　…・…………・879　68

ヨモギ

　　一門の染色体数　………………・・一・・829183

四エチル鉛

　　一の処理法　…一…………・・……・・93，　54

四級アンモニウム塩

　　テトラフェニルホウ素ナトリウムによ

　　　る一の定量　…・………一…・……・79，　73

　　　　　　　　　　（ラ）

1～α～‘zeo伽‘αη65‘θπs　L．

　　一の国内産種子　…………・………・・79，271

　　一の栽培試験　　・……………・…・…79，281

1～αz‘zeo伽∫ε2加7z”1zαBENTII

　　一の国内産種子　・…………・…・79，267，271

　　一の栽培試験　　………………79，275，281；

　　　　　　　　　　　　80，　146；　81，　165，　186；

　　　　　　　　　　　　82，　198；　83，　149

　　一の種子の発芽　………………80，149；81．

　　　　　　　　　　　　163；　181；　89，　166

1～o繊oo伽属植物　→印度目木

　　一の栽培試験　・………・…一…79，275，281；

　　　　　　　　　　　　80，　151；　81，　165；　82，

　　　　　　　　　　　　198；　83，　149

　　一の試作栽培　・…・一・………・・79，121，129；

　　　　　　　　　　　　　　　　　80，　135．　141

Rαz‘ε〃。ケ三αρ8π鴻θπsおKING＆GAMBLE

　　一の国内産種子　・………………・・…79，271

1～α3‘zeo伽己，θが’c〃々z’αBAILL　　’

　　一の国内産種子　・……一………・・…　79，271

　　一の栽培試験　　。………一…・・。…79，281

ラテックス

　　一製コンドームの試験成績　・・……・84，　67

ラナトシドC

　　標準品　 。・・…
@。・・・・・・・…　。。・・・…　鱒。・韓り。91，　61；　94，

　　　　　　　　　　　　　　　　　100；　97，　117

フ’、フォーム

　　殺菌作用　・………・………・…一・82，116，118

ラマンスペクトル

　　水溶液中におけるアミノピリンとパル

　　　ビタールの結合　……………・…・・…79，　59

　　フィルター溶液の検討　……・……・・…78，　5

　　偏光板を用いる偏光解消度潰淀　……78，　5
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事 物　　索　　引

　　　　　　　　　　（リ）

Z’鐸。鉱s属植物．

　　一中のガランタミン，抽出，分離

　　　定量　…・……………一・…・…・一…80，　17

Lysergic　Acid　Diethylamide

　　一の合成　………・……・……・………88，　72

リゾチーム

　　一製剤の定量試験　・・…・………・・…・98，　87

　　一製剤の力価測定　……・・…………・91．　53

　　標準品　…・一…………・一・……88，84；96，

　　　　　　　　　　　　98；　97，　115；　100，　175

　　標準品の安定性　………………・・……・100，173

　　市販一の力価　………・・一∴……一96，103

　　内毒素投与による一活性の変化　…86，　64

リソールルビンBCA

　　標準品　…・・……………・・……………・・86，136

α一リポアミド

　　混合ビタミン製剤中の一の定量　…88，　78

リボフラビソ　→ビタミンB2

　　結晶多形　一・…………・・……………’●82，　33

　　標準品　・一・…………・………………・100，172

リポポリサッカライド

　　化学構造と発熱活性　…・…………一・85，　43

Limulus　Test

　　発熱性物質試験との相関性　…………100，20

　　　　　　　　　　　　　　　（総説），120

硫酸イオン

　　積分球式濁度計による一の定量　…87，　10

硫酸塩

　　食用色素中の一　………………・…・・92，　54

硫酸スパルティソ

　　テトラフェニルホウ素ナトリウムを用

　　　いる一の定量　・……………・…一・・79，　77

硫酸ミスト

　　大気中の一の測定　・……………・…・95，　80

硫酸メスカリン→幻覚剤

　　一の合成　……………・…・・……・…・・91．　33

リン

　　ラット胎仔における化骨と一含量…89，　58

リンゲル液

　　発熱性物質試験成績　・…………・…・…　85，180

リソ酸ジヒドロコデイン

　　一の確認法　………・一一…・…一・86，　18

リン酸ヒスタミン

　　標準品　・……・…………・……・……一・・100，170

　　　　　　　　　　　（ル）

ルチン

　　標準品　…………・…一・………………100，168

　　　　　　　　　　　（レ）

冷凍食品

　　一の糸状菌分布　…………・…・…・…93，142

冷凍トラフグ

　　一に吸着された青色色素の同定　…89，152

レーキレッドC

　　標準品　…………・・……・……・…・一…86，136

レーキレヅドCBA．

　　標準品　’’”。●●…，’岡’…。●●’…………・一86，136

レーキレッドDBA

　　標準品　…・………・……・……・・…・……85，152

Lecithin

　　一による防腐剤の不活化　…・・…・…91，　82

レジン

　　義歯床用一の性質　……………・・・…　85，　19

レセルピン

　　標準品　・・…………・……・………・82，85；98，

　　　　　　　　　　　　　　　　　132

　　内毒素の作用に対する一の影響　…94，　36

　　　　　　　　　　　（ロ）

ロウオルフィア　→印度蛇ホ

ローズベγガル

　　標準品　・・………・…………・…・・………85，154

　　　　　　　　　　　（ワ）

ワルファリンカリウム

　　一品の自動含量均一性試験　・一・…100，138
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　　　　　　68；　1009　124，　128
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伊藤　源三　一・………………　79，307；80，88
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　　　　　　　　82，　　90，　97；　83，　1，　64；　84，
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　　　　　　　　79，　303，　307；　80，　88，　89，　91，
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遠藤

遠藤
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大森　義仁　…・…・……・　82，130，132；84，39，
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金子　政次

金子　豊蔵

金田　吉男

兼松明子

加納宏一郎

加納晴三郎

加納享一

狩野　静雄
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河酉

川西

河端

河原

川原

勉

　徹

五郎

邦子

隆一

　　　　　117；　94，　59；　97，　91；　98，　26；

　　　　　99，　34

・・・・・… @。。・・・・・・・・・・・・・・…　。・9・・・・・・…　　　82，　82

。・●●・曾・・9・。・… @　　79，　67；　80，　43；　819　49；

　　　　　82，　67，　70；　83，　1，　41

…　。。一・…　●・。・●・●・。・・。．・・。。・●。・・●・●　　　79，　255

・・・・・・・・・・… @。・　94，　59；97，　91；98，　26

・… @。・・・…　。・。・　　80，　40；　88，　42；　90，　64；

　　　　　98，　76；　100，　120

・・… @σ。・・・・・…　　　85，　184；　91，　　19；　93，

　　　　　72；　98，　41；　99，　156；　100，　35

．…
@●．・・●●●●・．。．・●●．…　●●。．。。●・・●…　　　99，　135

・・… @鱒・・・…　。・　　84，　39，　43，　46；　89，　50，

　　　　　54，　58：　90，　49；　92，　17，　23；

　　　　　98，　50；　99，　50，　156

●・●・・9岡・・●・●。・ @　78，　　33，　　55，　59，　141，

　　　　　143，　145；　『「9，87，91，93，　｛）7，

　　　　　103，　251，　253，　255，　257，　287；

　　　　　80，　71，　73，　74，　75，　76，　77，

　　　　　78，　79，　81，　83；　81．　78，　81；

　　　　　82，　101，　103，　104，　105；　83，

　　　　　67；　84，　76，　78；　85，　143；　86，

　　　　　52，　　54，　　94，　124，　127，　129，

　　　　　132，　173，　177

●・… @の・・●・…　。・　　78，　143，　145；　79，　87，

　　　　　255，　257；　80，　71，　73，　74，　78；

　　　　　81，　81；　82，　101，　104；　84，　76

・・… @の・・・・・・…　　　78，　49，　79，　117，　121，

　　　　　129，　137，　261；　80，　131，　133，

　　　　　135，　141，　162，　163，　165，　166，

　　　　　167；　81．　147，　148，　150，　153，

　　　　　156，　159，　180，　181；　82，　183，

　　　　　193，　209，　211；　83，　127，　134，

　　　　　136，　141，　143，　145；　84，　133，

　　　　　136，　　149，　　154；　85，　48，　55，

　　　　　63，　68，　108，　110；　86，　68，　74，

　　　　　103，　105，　107，　109，　114，　191；

　　　　　87，　60；　88，　49

。・・・・・・・・… @。・。　　79，　189，　195，　201；　85，

　　　　　188；　89，　125；　90，　75；　91，88；

　　　　　92，　95；　93，　138；　95，　99；　96，

　　　　　140，　　148；　97，　　44；　98，　　36，

　　　　　144；

，　●　●●　r　・　，　●　●，　■　●　．　o　●

　　　　　　　　　100，200

　　　　　　　　　　　97，　49，　56；　99，　156

・。・… @。・鱒・…　鱒・●・・●・。…　●　　80，　1；　81。　41

●・●●・●●。。。．。・鱒・。●9・・。●。・・●●・・ @　86，　88，　170

・。・・騨・・。… @。・・　　86，　154；　87，　　90，　94；
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川俣一也

川村京子

川村次良

河村正一

川村秀之

河村葉子

菊池 寛

岸野茂雄

木瞭敬二

城戸靖雅

木下孝三

木村俊夫

著　者　名　索　引

　　　　89，　143

・・鴨・・・… @。。・。。　　85，　　184；　90，　　43；

　　　　　11；　99，　73，　156；　100，　80，

鱒・・・・・・・・・・・…
@。。。・・…　。…　。・鱒・・・・…　　　　94，

鱒・・・・・・・・・・… @　78，　5；79，　241；80，

　　　　82．　85；　83，　58；　84，　51；

　　　　　116；　87，　39，64；　90，　92，

　　　　91．　53，　58，　59，　61，　62，

　　　　92．　66；　93，　61；　94，　56，

　　　　90，　94，　97，　98，　100，　102，

　　　　　105；　95，　66，　68，　70．　73，

　　　　96，　32，　95，　98，　100，　103，

108；

113，

125；

118；

168，

179，

o　・　．　り　●　●　●　●　●　　，　■　●●　・　●　■　●　…　　　　　o

・　・　●　●　●　9　●　　9　●　，　●　●　■　●　●　●　・　・　，　o　・　…　　　　　●　●　●

・。・・。・・邑・。・… @9　　99，

97，　　25，、　29，　88，

　115，　　117；　98，　87，

99，　23，　84，　113，

100，　40，　141，　166，

170，　172，　173，　175，

182，184

　　　　　78，　129；　79，

　　　　　　　　82，　116，

　　　　89，　133；　100，

91，

85

　9

12；

85，

93；

63；

88，

103．

74；

105，

110，

91，

115，

167，

177，

231

118

193

　　　　　　　　（キ）

・・鴨。・・・… @。…　　　82．　90，　93；83，　19；　84，

　　　　73；　85．　19，　130，　172；　86，　41，

　　　　　122，　172；　87，　13，　45，　70；　88，

　　　　　14，　19，　87；　89，　17；　90，　15，

　　　　96，　99；　92。　12；　96，　35；　98，

　　　　21；　99，　29；　100，　48

・・。●・…
@．・・●．●●．・。邑。・●・。・・●・●●●・●●・。　　　79，　237

・・●り・●・・… @”・・　　82，　　85；　83，　　51；　85，

　　　　　116；　87，　10，　39，　64；　90，　92；

　　　　91．　53

・●・・。●。●●・●・●・． @　78，　　125；　79，　　1，　235；

　　　　80．　54：　81．　62，　71；　82．　53，

　　　　　107；　84，　29；　86，　119；　88，　72；

　　　　90，　4；　94，　32

・．．9・。・・，・●。・●・ @　78，　　43；　79，　　147；　80，

　　　　　158；　829　　206；　83，　　155；　84，

　　　　　146：85．　98；87，　58；　93，　106；

　　　　95，　30

…　。・●・・…　騨。・。　　80，　15；　81．　36；　82，　86；

　　　　85，　115；　86，　36；　87．　64；　889

　　　　　4；　91．　59，　61，　62，　63；　92，

　　　　　66；　93，　61；　94．　56，　88，　90、

　　　　94，　97，　98，　100，　102，　103，

　　　　　105；　95，　66，　68，　70，　73，　74；

木村碩志

久保木憲人

窪田友子

倉田　　浩

倉田　　靖

栗栖弘光

栗原　孝吾

栗山加代
黒川　雄二

無沐年光

黒沢嘉幸

黒柳正典

桑村 司

小出悟郎

鯉淵　昌信

河内敬朝

小久保　武

一36一
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　　　　97，　　25，　8δ，　110，　113，　115，

　　　　　117；　98，　　125；　99，　　23，　113，

　　　　　115，　118；　100，　40，　166，　167，

　　　　．168，　170，　172．　173，　175，　177，
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　　　　81，　147，　156；　83，　134，　141，
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@。・・。・・…　鱒・…　。・　　96，　47
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　　　　213，　216；　83，　147；　84，　149；

　　　　86，　183，　87，　20；　94，　28；　95，

　　　　　15，　　88，　　96；　96，　　1，　35，　78，

　　　　　155；　98，　　21；　99，　　29，　　151，

　　　　　153；　100，　48，　72，　149

・●・●●●・・●・・o．鱒●●●・。●．鱒・●●●●・ @　　98，　62，
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　　　　85，　93；　86，　99，　151，　154；

　　　　90，　94；　89，　143；　96，　35，

　　　　98，　21；　99，　29；　100，　48，

9・・。・●。・●●・●・●● @　83，　145；　849　148，

　　　　85，　　55，　68，　108，　110，

　　　　86，　68，　74，　109，　114：　88，

’一・，一・・・・・… @一・・・・・…　　　88，　130，
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@。・・・・・・…　●・●　80，　72，
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　　　　　102

・・・・・・・・・・・・… @　　82，　　59，　　63，　114，　83，

　　　　36；　84，　39，　43，　46；　88，　125；

　　　　89，　50，　54，　58，　147，　148；　90，

　　　　49，　96；　92，　17，　23；　93，　1

（コ）

　　　　69

　　　　93：

　　　　879

　　　　155；

　　　　149

　　　　152；

　　　　112；

　　　　49

　　　　134

100，　93

89，　122

　73，74

86；92，
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　　　　88，　55；　93，　27

…　。韓・…　。…　●　　82．　82，　83；　85．　14；

　　　　　128

。・・鱒・・・… @鱒・・　98，　62．　69；　99，

　　　　100，　101

100，　149

；86．　161；

88，

56；



著　者　名　索　引

越沼きみゑ

小嶋茂雄

小嶋　秩夫

越村栄之助

古謝　紀和

五太子小太郎

小高　秀正

小滝美知子

児玉　定子

小沼　博隆

小畠．

小林

小林

小林

小林

小林

小林

小峰

　　　匿・．・・●9●9・・9●9●　　78，　77，　89；85，　93；　86，

　　　　　157，　159；　88，　116，　118

　　　・。。・…　。・・・・…　　　88．　26；　89，　4，　9，　13；

　　　　　93，　102；　94，　69；　96，　42；　99，

　　　　　121
　　　●・●・・9・・●・・・…　　　78，　73；　79，　185，　303

　　　・・・…　。騨・・・…　　　81，　36；』84，　51；86，　32，

　　　　　86；　87，　64；　88，　63，　64，　66，

　　　　　69；　89，　82；　91。　57

　　　賢・・。…　。。・・。…　　　89，　158；　94，　84，　162

　　　　…　。・騨・・…　　　79，　267，　271，　275，　281；

　　　　　80，　146，　149，　151；　81，　163，

　　　　　165，　172，　176；　82，　198，　202，

　　　　　204；　83，　149；　89，　166

　　　・一・……・………・……・……　　100，72

　　　・。・・●9・●…　●●・。・。・●●。・・齢・…　開。●●・●・・●　　82，　70

　　　・。・・●・・。・・●…　●9・。・●●鱒の・・●・●鱒・鱒・・　　78，　149

　　　・…　。・・・・・・・…　　　89，　・125；　91，　　88；　92，

　　　　　95；　93，　138；　95，　99；　96，　140，

　　　　　　148；　97，　　44；　98，　36，　144；

　　　　　100，　200

満子．…・・」………　81，38；87，74；95，88

和雄……………　85．184；91，19；．93，

　　　　　　65，　72；　99，　156

熊夫　…………・…一・…　　91958；94，97

紀子　・．……一・…　84，85，87，90；85，90，

　　　　　　92，　156；　86，　142

茂子」　・・・・・・…　。・・…　鮪・・・…　。　　79，　733　80，　43

　正………………81．47；82．82，83
常男　……・………・…。……………　　86，151

常行　　　　　　　　　　　　　147；80，

　　　　　　　　　　　　　　　　155；93，

小山　良子

近藤常功
近藤　龍雄

・’… @●●●…　鱒・・　　78，　　43；　7g，

　　　158；　82，　　206；　83，

　　　106；　95，　30

・．・・。
秩E。●。。●●●●。…　●。　　82，　　33；　84，　　1，　4

・・●・・・・・・・・…
@。・・●●・。g。●・・。…　。・・・…　。9　　81，　49

・… @。・・…　。・…　　　79，　91；　809　75，　77；　82，

　　　42；　86，　　129，　132，　179；　87，

　　　201　98，　　94，　　135；　99，　　128；

　　　100，　58

（サ）

宰田和子…・・…・……・・…・・……一・＿　7g，303

斎藤恵美子　一…・・……　78，29；79，77；80，43；

　　　　　　　　81，　44；　86，　82；　95，　1，　35

斎藤和子　……………　79，137；84，154；85，

　　　　　　　　63
斎藤　　　勝　　・鱒・・・…　。・鱒・・9・。・・一・・・・・…　　　　90，　2α　　27

斎藤実……………97，141，147，150；98，

　　　　　　　　116；　99，　107，　156；　100，　204

斎藤．淑子　……………………・……・…　　99，177

斎藤　行生　……………　98，．32，134，138；99，

　　　　　　　　41，　89；　100，　190

斎藤　良枝．…・…一…・……　85，148；86，181．

酒井　綾子　……………　88，．37；93，46；97，

　　　　　　　　139；　99，　1，　135

榊節子r．………………・・…・87，78；88，86

坂庭　　徹　………・一・一・・……………　　83，143

坂部　フミ　……………　79，167，171；82，118，

　　　　　　　　123，　125，　129；　86，　183；　96，

　　　　　　　　78；　99，　151

佐子　　茂　……………　78，157；79，307；81，

　　　　　　　　98

佐々木久美子　一…一・95，44；98，32；99，89；

　　　　　　　　100，　193

佐々木武祥　……………・…・・……・……・…・　87，24

佐竹　元吉　…・…・……　85，171；86，172；87，

　　　　　　　　78，　81；　88，　86；　91，　65；　92，

　　　　　　　　　102；　95，　　135；　98，　　32；　100，

　　　　　　　　212

佐藤浩一……一・78，137；79，245；85，
　　　　　　　　　12，　164；　88，　69；　91，　58；　93，

　　　　　　　　61；　94，　88，　97；　96，　95，　105，

　　　　　　　　　108；　97，　2与

佐藤　　寿　……・…・…・　78，19，21；79，65，

　　　　　　　　　213，　219；　80，　26．　56，59，　63；

　　　　　　　　　81，　　8，　　10，　83，　85；　82，　37，

　　　　　　　　　39，　88，　90；　83，　59，　61，　63；

　　　　　　　　　84，　59，　65，　67；　85，　125，　127，
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佐藤　文子　　　　　　　　　　　　　　　88，99

佐谷戸安好　………∵…●　90，38，113；93，54，

　　　　　　　　57；　97，　35

沢文子…・……一………・・…………93，119

沢田　　稔　一……・…………………・……　96，55

Sarrazin，Ginette　・・・…。・・。韓・・・…　　819　50，　54

志内

志賀

重松

賢彦

拓夫

瑞穂

（シ）
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78，　15
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著　者　名　索　引

下谷美知子　………一一…・……一・・……　83，41

篠崎正……………82，90，97；83，64；84，

　　　　　　　　67，　　70；　85，　　84，　　136，　　137，

　　　　　　　　172；　87，　45，　71，　74

篠田　光雄　…………・……・・……・・………　86，54

柴崎　利雄　……・…・・…　79，15，69，79；80，3，

　　　　　　　　43；　82，　76，　78；　83，　10，　47，

　　　　　　　　50；　84，　7，　12，　14；　85，　1，　72；

　　　　　　　　86，　5，　79，　161，　164；　88，　55；

　　　　　　　　92．　　63；　93，　　27；　95，　1，　35；

　　　　　　　　96，　27；　100，　138

柴田　正……………85，14置86，15：91．97；

　　　　　　　　94，　54；　95，　48；　96，　112

島峯　望彦一・……・…　81，60，83：82，39，88，

　　　　　　　　90；　83，　59，　61，　63；　84，　59，

　　　　　　　　65，　67；　85，　125，　127，　137，

　　　　　　　　’172；　86，　18，　21，．　25；　87，　36；

　　　　　　　　89，　73，　75，　78，　81，　95；　90，

　　　　　　　　1，　73；　91．　33，　36，　39，　41；

　　　　　　　　92，　32，　41，　44，　46，　50；　93，

　　　　　　　　92，　95；　94，　　46，　77；　95，　4，

　　　　　　　　38；　96，　63，　67；　97，　82；　99，

　　　　　　　　79；　100，　35

清水辰太　・・…………一……………・……　78，95

志村　　博………・・…・　85，174；86，181；87，

　　　　　　　　20

下田　通敏…・・……・……・・一　　86948；87，24

下村　　孟　………・……・…・・…………・・　85，171

白井　浄ニ　……………　78，137；7g，245；85，

　　　　　　　　164；　88，　67

東海林雄i悦　………・一一・…・一………●’100，149

新谷　英晴　……………　98，　21；99，　29；100，

　　　　　　　　48

　　　　　　　　　　（ス）

末吉祥子……………　86，　1，157；94，43，

　　　　　　　　148：　96，　　91：　97，　　107：　98，

　　　　　　　　123；　99，　111；　100，　163

杉山　英彦　……………　8a　202，204；83，151，

　　　　　　　　153；　89，　163；　90，　158，　160；

　　　　　　　　91．　106

鈴木　　昭　……………　79，189、195，を01；85，

　　　　　　　　188；89，　125；91，　88；　92，　95；

　　　　　　　　93，　　138；　95，　99；　96，　140，

　　　　　　　　148；　97，　　44：　98，　　36，　144；

　　　　　　　　100，　200

鈴木　明子　……・一…・　86，　183；95，96；99，

　　　　　　　　151，　153

鈴木　明子　…・……・一一…………・…・　93，102

鈴木　郁生　……………　79，　307；81．　51，98，

　　　　　　　　101；　86，　　78，　　157，　159；　88，

　　　　　　　　116，　　118；　94，　　43，　148；　96，

　　　　　　　　91
鈴木恵美子　・…・…………………・…・・…・…　83，10

鈴木　英世　・…・……・…　94，106，117，124；95，

　　　　　　　　54，　　115；　96，　　73，　133，　138；

　　　　　　　　97，　173；　99，　66，　191

鈴木　君代　・…・…・…・…・…・・………・・…　　859188

鈴木　幸子　………・一・　85，　184；91，　19；93，

　　　　　　　　72；　97，　　141，　　147，　150；　98，

　　　　　　　　116；　99，　156；　100，　204

鈴木　伸二　・………………………………”　79，43

鈴木　康雄　・……・・……　85，　184；90，　20，27；

　　　　　　　　91，　66；　93，　1；　97，　150；　99，

　　　　　　　　156；　100，　85

鈴木　　隆　・…………・　86，　129；87，20；98，

　　　　　　　　97，　102；　99，　124，　125；　100，

　　　　　　　　53，　145，　185，　186，　188　一

簾内　桃子　…・・…………一…　98，56；99，177

　　　　　　　　　　（セ）

関田　　寛　…・……・一・　87，20；89，25，29，34，

　　　　　　　　38，　43；97，　129；98，　138；　99，

　　　　　　　　41，　89，　130；　100，　190．　193

関田　清司　一一・……　98，41；99，156；100，

　　　　　　　　35，　80

関田　節子　…・………・……・…・………・・…　92，102

関根　　隆　…・…・………1・。・…　78，73；79，185

妹尾真砂子　・…・…………・………一・…・100，138

　　　　　　　　　　（ソ）

祖父尼俊雄　…………・…・…・・…………”……　98・1

　　　　　　　　　　（タ）

高崎　中夫　…・…・………一・・……・一…・…　84，35

二重　美恵　一…一…………　　86，79；88，57
高瀬　　　巌　　・●’・’●・●・”・’。鱒●”・”●。●。’●●…　鱒・・　　　79，　237

高田　幸一　………・一・・　99，73，156；100，85

高鳥　浩介　・……一…一・3・…・……・…・　93，142

高仲　　正　…………一一・　98，56；99，177

高橋　昭江　・…・…・……　78，135；79，249；80，

　　　　　　　　54；　82．　86；　85，　121；　86，　36；

　　　　　　　　87，　66；　95，　107
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著　者　名　索　引

高橋　紀子　…・…………………一……・　86，183

高橋　一徳　…・……一・79，　107；81，23；82，

　　　　　　　　50；　84，　54；　85，　75，　123，　169；

　　　　　　　　86，　18，　21，　25；　87，　36；　89，

　　　　　　　　73，　　75，　　78，　81，　95；　90，　　1，

　　　　　　　　73；　91，　33，　36，　39，　41；　92，

　　　　　　　　32，　4L　44，　46，　50；　93，　92，

　　　　　　　　95；　94，　　46，　77；　95，　4，　38；

　　　　　　　　96，　63，　67；　91㌧　21，　79，　82；

　　　　　　　　99，　79；　100，　35

高橋　惇…・・……一94，159；97，49，56；

　　　　　　　　99，　156

高橋　道人　…・…一…・　98，　62，69；99，56；

　　　　　　　　100，　101

高橋　典子　…・…・・…・・…・………・………・・　89，43

高橋義光……・………9………　　79，293，297

高村二三知　一’………’…’……………●．　99，156

高村　一知　…・……・………・………・…・…・　87967

高村　直子　…・・……………………・・…・・　100，93

高山　澄江　…・……・…・　85，　188；91，88；96，

　　　　　　　　140，　148；　97，　44；　98，　36

高城　正勝　・…一・……　79，151；81．186；83，

　　　　　　　　157；　95，　129；　98，　154

竹内　　勝　・…………・・　79，213，219；80，56，

　　　　　　　　59，　63；　81，　83，　85；　82，　90，

　　　　　　　　93

竹内　正紀　・……………一・…一…・……　96，47

武田　明治　…・一……・　86，129；87，20；89，

　　　　　　　　25，　29，　34，　38，　43；　93，　41，

　　　　　　　　99；　94，　　9，　　14，　18；　95，　44；

　　　　　　　　97，　　129；　98，　　97，　102，　134，

　　　　　　　　138；　99，　　41，　　89，　124，　125，

　　　　　　　　130，　133；　100，　53，　145，　185，

　　　　　　　　186，　188，　190，　193

武田トミエ　………・・。・一………………・…　93，99

武田由比子　………………　89，25，29，34，38

竹中祐典　…一…・…・　78，137；79，247；82，

　　　　　　　　110，　　112；　84，　　35；．85，　　40；

　　　　　　　　86，　28

武見　和子　……………　80，78；81．80，81；82，

　　　　　　　　膠101，　104；　84，　76

多田　　豊………・………・…・……………　82，33

立沢　政義　……………　78，35；80，43；83，5，

　　　　　　　　43，　45，　53；　86，　8，　12，　84，

　　　　　　　　　164；　93，　31，　83；　97，　73

辰濃　　隆　……………　78，55，59，141；79，

　　　　　　　　251，　253；　80，　76，179，　81；　81．

　　　　　　　　78；　84，　78；　85，　143；　86，　94，

　　　　　　　　124，　127，　129，　173；　87，　86；

　　　　　　　　88，　　99，　　105，　107；　89，　122；

　　　　　　　　92，　74，　79；　94，　127，　133；　97，

　　　　　　　　93，　97；　98，1107，　110；　99，　98，

　　　　　　　　138，　141，　144；　100，　62，　68

館野　周之．……………………・…・…・……　g5，15

田中　彰……・・………・・…・79，231；93，1

田中　清子　……・……・・　90，151，156；g1，101；

　　　　　　　　92，　54，　105　．

田中　守…・……・………・……・一…・…86，144

田中　悟……………83，36，82；84，39，43，

　　　　　　　　46；　88，　125；　89，　50，　54，　58，

　　　　　　　　148；　90，　49，　96；　92．　17，　23；

　　　　　　　　98，　50；　99，　50，　156，　177

田中　穣………………・・…・…・…・…・…78．119

田辺　弘也　…・…一・…・　78，33；84，78；86，52，

　　　　　　　　54，　129；　87，　20；　89，　25，　29，

　　　　　　　　34，　38，　43

田辺　　俊　…・…一…・………　79，303；90，85

谷ロ　貞子　…・・……………・……・…・一・　93，142

谷口　尚樹　…・……一……一………・…　　88，107

谷村　顕雄　……………　82．80；84，20，22；86，

　　　　　　　　88，　170；　87，　67，　86，　88；　88，

　　　　　　　　99，　105，・109，　110，　112；　89，

　　　　　　　　119；　90，　43，　122；　91，　5，　11，

　　　　　　　　47；　93，　46；　94，　112，　127，

　　　　　　　　133；　97，　　93，　　97，　124，　139；

　　　　　　　　98，　26，　107，　110；　99，　1，　34，

　　　　　　　　98，　135，　138，　141，．　144；　100，

　　　　　　　　62，　68，　72，　198

谷本　　剛　…・……一・　96，98，　103；97，　29，

　　　　　　　　110，　115；　9臼，　87，　91；　99，　84；

　　　　　　　　100，　141，　173，　175

玉野美矢子　・・…・……・一・……　　83，58；84，51

丹野　雅幸　…・……一・94，　148；96，91；97，

　　　　　　　　107；　98，　123；　99，　111；　100，

　　　　　　　　163
Tanyalak，．Ninbodee　　…・…………一・・　97，　44

（チ）

近岡　昭典一…………・…・…　83，82；85，184

近盛　玲子　・…………・……・……………　　85，174

（ツ）

佃井　典子　一・…………………・・……・・　89，158

辻章夫…・・……一79，79；80，43；81．42，
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著　者　名　索　引

　　　　　　　　43；　82．　70，　73

辻捕雄・一…・……78，107；79，7，11，
　　　　　　　　213，　219；　80，　29，56，　59，　63；

　　　　　　　　81，　　13；　85，　35；　88，　30；　89，

　　　　　　　　21；　90，　20，　27，　33；　91，　66；

　　　　　　　　92。　12；　93，　54；　96，　35；　98，

　　　　　　　　21；　99，　29；　100．　48

辻澄子…・・……………・97，156；98，148

津田　恭介　…………一…・……・・……・・　88，144

二渥　　雅一　　・。開・り・・・・・・・・・・・・・・・…　　　78，　15；　79，　241

土屋　利江…………・…・…・99，103；100，159

土谷　輝代　・…・…………・・……………・…　89，43

坪田　悦子　・…・……………・…・………・・…　85，14

手島　玲子

手塚美智子

寺尾允男

寺岡　葉子

寺島　敏雄

寺西　葉子

時枝

時枝

時本

徳沢

徳永

妙子

利江

好子

　淳

裕司

（テ）

”●’●’”●・●叩・贋’。”’．・’．’。●・・・・・・… @　　100，　44

・・… @鱒・。・・鱒・…　。…　。・・　　87，　78；　88，　86

…　。●。・’●。。●・●●●●・’・”’●。・●・・．・・。。。・　　100，　44

●。●●。9’・鱒・．●●●・●．9・●・●。・・・・・… @鱒・。　　100，　72

…　。・・・・・・・・…　　　85，　174；　86，　181；　87，

　　20
。・鱒・。・・。・・・・・… @。・…　。…　●。・・…　。。●。・・　　93，　41

（ト）

o●●■●o■●●●●●●o●●o●●●”o●●o●●●●o●●●o●・■●

o●●●●●，o●●●●，●●●●●●●9■o●●●●●●●●o●■●●●●●

　　　　　●●鱒●●　，o●●●髄●●■■●●■9■o●oooo●o●o葡●●●●■

　　　　　………一・・　79，237；80，

　　　　　”．●’…　●・・・…　　91，　61，62，63；

　　　　　　　　93，　61；　94．　56，　90，

　　　　　　　　102．　　103，　　105；　95，

　　　　　　　　96，　32，　100，　105，

　　　　　　　　25，　　113，　117；　100，

　　　　　　　　172，184

外海　泰秀　…一一・一　　8⑤181；88，130，134，

　　　　　　　　139；　89，　151，　156；　90，　151，

　　　　　　　　156；　91．　　101；　92．　　86，　91，

　　　　　　　　105；　93，　51，　121，　127；　94，

　　　　　　　　106，　120；　95，　115，　122，　126；

　　　　　　　　96，　71，　　133；　97，　159，　162，

　　　　　　　　166，　169；　98，　152；　99，　66，

　　　　　　　　189，191

外村正治・…・・………　83，81；84，90；85．35，

　　　　　　　　158：　86．　58：　87，　28：　88，　30；

　　　　　　　　89，　112；　90，　20，　27，　38，　102，

　　　　　　　　113；　91，　72；　93．　54，　57

土橋知代子　・・……一…・……・・……………・　94，9

81．　49

96，　83

81，　71

43，50

92．66；

98，100，

66，68；

108；g7，

40，166，

戸部満寿夫　………・…・　85，184；90，20，27；

　　　　　　　　91，　19，　66；　93，　65，　72；　98，

　　　　　　　　41；　99，　73，　156；　100，　80，　85，

　　　　　　　　204
冨田　文夫　…・・……………・・………’……・　83，10

豊田　正武・・…………・　94，62，64，106，120；

　　　　　　　　95，　　52，　54，　　115；　96，　　128，

　　　　　　　　130，　133；　97，　166，　169；　99，

　　　　　　　　66，　191

（ナ）

内藤克司　…………・・……・　99，156；100，80

中浦　棋介　………一・・　84，　39，43，46；88，

　　　　　　　　125；　89，　50，　54，　147；　90，　49；

　　　　　　　　92．　17，　23；　98，　50：　99，　50，

　　　　　　　　156

長尾重之　……一…・・　89，50，54，147，148；

　　　　　　　　90，　49；　92．　17，　23；　98，　50；

　　　　　　　　99，　50

中川　雄三　……・・…・…　78，43，139；79，147，

　　　　　　　　259；　80，　51，　158；　81．　53；　82．

　　　　　　　　87
中川優美子　・・…………・・…一・・…92．74，7g，　g3

長沢佳熊…・……一・78，　1，69，71，125，

　　　　　　　　129，　　135，　　137；　79，　1，　231，

　　　　　　　　235，　241，　245，　249；　80，　15，

　　　　　　　　54；　81，　36，　62，　71，　73，　77；

　　　　　　　　82．　　85，　86，　107，　110，　112；

　　　　　　　　83，　26，　29，　30，　32，　58；　84，

　　　　　　　　29，　35，　51；　85，　8，　40，　115，

　　　　　　　　116，　121，　164；　86，　32，　167；

　　　　　　　　87，　5，　10，　39，　64；　88，　1，　4，

　　　　　　　　63，　66，　67，　69，　84

中路　幸男　……………　84，20，22；87，64；96，

　　　　　　　　98，　103，　105，’108；　97，　141，

　　　　　　　　147，　150；　98，　116；　99，　156；

　　　　　　　　100，　204

中島利章…・一・……　81，98，101；86，157；

　　　　　　　　88，　116；　94，　148

中島　辰己………一・……・……・…・……・　81．45

中条　　弘　…・………・　79，213，219；80，56，

　　　　　　　　59，　63

永田　稔・………一…………・…8α131，133

永田　　正　………・・…・………………・・…・90．143

中舘　正弘　・…・……・…　86，78；88，　118；94，

　　　　　　　　148；96，　55，　91；　97，　107；　98，

　　　　　　　　62，　69，　123；　99，　17，　111
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著　者　名　索　引

中西　多恵　・・………………・……’……”…　95，44

中野　和代　……………一・・…………・…　80，91

中野和城　……一・……………・・…・・……　90，85

長野　嘉介　・…・……・…」・…・　99，56；100，101

中原　　裕　・・……・……　91，99；94，54；95，48

永松国助．・………・……・　93，65；g4，32，41

中村　晃忠　・一………・　81，　42，43；93，102；

　　　　　　　　94，　　69，　　148，　　159；　96，　　42；

　　　　　　　　99，　121

中村　恵三　……………　88，128；89，162；90，

　　　　　　　　143，　147；　91，　99；　92．　54，　86，

　　　　　　　　89，　　105；　93，　　121，　125；　94，

　　　　　　　　1G6，　120，　124；　95，　115，　126；

　　　　　　　　96，　　73，　　138；　97，　　173；　99，

　　　　　　　　189

中村　正夫　…一…・…・……・・…・…　78，95，157

中村　昌子　一・……………・　85，143；86，181

四温克彦・・…………・90，38，113；93，54；

　　　　　　　　97，　35
　　　　　　　　　　　　中村とし子　…………・・……一・・…　　96，』105，108

中山　豪一　…・・…一……一…一……　78，6g，71

中山修ニ……・・………・…・……・……一　86，12

夏目　幸子　・…一……　78，157；79，307；80，

　　　　　　　　88；　81．　98

山雨　国臣…・・………・・…・・　86，157；88，116

名取　信策　……………　80，17；81，93；87，20，

　　　　　　　　48，　50，　76，　78；　88，　86；　91，

　　　　　　　　65；　92．　102

成田　紀子　一・………・　96，78；99，151，153

南城実………・・一79，39；80，38；8L　54，

　　　　　　　　55；　82．　99；　83，　76，　78，　79，

　　　　　　　　81；　84，　　83，　85，　87，　89，　90；

　　　　　　　　85，　　90，　92，　　156；　86，　　139，

　　　　　　　　　142；　89，　112

南原　精一　・・………・・……・・…　90953；100，77

（二）

新村　寿夫　・……………・……・…・…・…’・99　96，83

二郷　俊郎　・…・・………　79，287；80．83；82．

　　　　　　　　105；　86，　52，　54，　129

西　孝三郎　……∴…・・一……・…・……・…　　92．32

西尾　　　晃　　・・。・鱒・。・・・…　。　　88，　　45；　89，　　63；　90，

　　　　　　　　64；　94，　36

西川マチ子　…・一・……　93，121，125；94，106，

　　　　　　　　　120，　122，　124

西崎　笹夫　・……・…●…　78，　137；81・　30，34；

　　　　　　　　85，　　8；　88，　　84；　89，　97；　90，

西沢

西野

西村

西本

　信

順子

祝子

和光

西本喜重

根本ひろみ

　　89；　91，　53

　　　　　　　　　　　　　97，　175

・・●… @。・。・・●・・9・。・●。。。…　。●・・●冒・…　●　　　86，　181

…　9・…　●・・鱒。・・●・・9・・。・　　　86，　82；　88，　55

・・●・… @9・。・。…　　　85，　171；　86，　172；　88，

　　　86；　91，　65

・・・・・… @。・・・・・・・・…　9。・・　　79，　225；　81，　45

（ネ）

…　　　　■　●o　・　o・●●”　●・　■　●■，　●●●　●●　9　●●●　●●　■　・・●　・●●　o●

（ノ）

91，　72

能美　健彦　…………………　99，60；100，110

こ口　　　　衛　　・…　。…　師・・…　　　85，　14，　78；　86，　15；　89，

　　　　　　　　162；　93，　89；　94，　162

法月　広子　…一一…………一・一・…・・…　95，92

野村　幸雄　……・一…・　88，130，134，139；89，

　　　　　　　　151，　156；　90，　151，　156

（ハ）．

萩埜恵子　・……一……・……　98，41；99，156

羽柴　真澄　……………・一・……・・一　97，44，84

橋場　茂子　…・…一・…　82．67；83，43，45；86，

　　　　　　　　8，　84，　164；　93，　83；　97，　73

橋本　泰而　一………・・　79，　307；80，86，88；

　　　　　　　　81，　98

長谷　明子　………・…・……・…………・・　97，162

長谷川　明　……………　86，　119；87，　68；88，

　　　　　　　　72；　93，　65

畠山　好雄　……………　85，　105；87，　52；89，

　　　　　　　　67；　91，　103；　92．　32；　93，　77，

　　　　　　　　　109；　94，　77；　95，　135

八田

浜田

早川

林

林

二

丁

林

林

原

原

貞義

和子　・…………・…・…・…………・…・

尭夫　……………　95，　70，73，
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